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抄 録

結 核 專 門 雑 誌

BeitragezurKlinikderTuberkuloseBd.83,H.4,1933.

猿 二於 ケ ル結 核 ノ感染 及 ビ病 理 解 剖 ヨ 關 ス ル實

瞼 的 研 究

YujiNakada:ExperimentelleUntersuchungentiber

denInfektionsmodusunddiepathologischeAnato・

miederTuberkulosebeimAffen.

猿 ・・大 部 分 ・・Macacusrhesusデ 、 使 用 シタ 頭 数 ・・

36頭 デ ア ルレ。 膿 重 ・・大 部 分 ・・1.3乃 至2.0竜 デ、 原

則 トン テ輸 入 直後 ノ可及 的幼 若 ナ小 猿 ヲ用 ヒ、更 二接

種 前 「ツ ベ ルレク リ ン」皮 内反 慮 ヲ ロエ メルレ氏 方 法 二則

リ1乃 至2同 行 ヒ、其 陰 性 ナ ルレモ ノ ヲ用 ヒ タ。

皮 下及 ビ静 脈 内接 種 ニハ 弱 毒 人型 菌 「青 山B」 株 ヲ用

ヒ、 吸 入 感 染 デ ハ結 核 患 者 ノ喀 褒 「結 核 薗 ガ フ キー 氏

10號)ヲ 「)"一一k"」二濃i潤 シ、 振 氏37。 ノ艀 卵 器内 デ8

-12時 間 乾燥 シ、 之 ヲ密 閉 ・Yタue内 デ鉛 丸1・・一諸 二

振 盈 ン、 塵埃 化 シ タ モ ノ ヲ吸 入 サ ン タ。

菌量破 下擁 ノ鵬 初感染デハ、あ。カラゐ 、再

灘 慰;ll欝繋 鳩 莚
喀疾乾燥林料 ヲ15乃 至35分 間吸入サシタモノデ薗量

ハ不明デアルレ。

吸入方法ハ所謂塵埃感染デ、吸入装置及方法ハ東京讐

學會雑誌46巻10號1763頁 二詳述サレテ居ルレ。

實験期間・・短キハ1週 間デ、長キハ3ケ 年 一及 ンデ

ルレ。大膿以上 ノ實験材料及方法二依 リ實験 ヲ行 ツタ結

果 トシテ次 ノ結論 ヲ得タ。

猿二人型弱毒結核薗ヲ以テ皮下接種 ヲ行 フト、一定量

以上ノ初感染デハ、必ズ定型的ナ病理解剖學的結核初
■

期愛化群 ヲ形成スルレ。薗量不足デ接種部局所淋巴腺二

壌死ヲ來サナイ場合、即 チ初期墜化群 ノ成立ヲ見ナカ

ツタ場合デへ 他 ノ器官及 ビ接種部局所淋巴腺以外 ノ

淋巴腺ニモ何等 ノ結核性病攣 ヲ認メ得ナカツタ。

皮下接種二因ルレ初感染 デハ、組織反磨ノ圭要ナモノ・・

網状織内被細胞組織デアルレ。師チ最初二上皮様細胞 ノ

増殖 が起 リ、次デ之二多核白血球 ガ侵入スルレト同時二

壌死ガ起ルレ。此屡死ハ膿瘍ヲ形成スルレ傾向が多ク、皮

膚及其局所淋巴腺デ・・、屡 く痩孔ヲ生ジテ膿外二排出

サレルレ。次デ病竈ノ・上皮様細胞組織 カラ成 リ、鍍銀法

デ観ルレト、籠状 ヲナシタ、比較的伸展 ンタ格子朕繊維

ヲ持ツテ居ルレ肉芽組織デアルレ。之ハ仰千膿瘍 ノ崩壊排

出後残留 シタ結核組織 デアルレ。淋巴腺デ・・壌死後病勢

停止 スルレ場合ハ、中心 ノ壌死竈ハ上皮様細胞 二園綾サ

レタ儘残留スルレ。

叉吸入及 ビ静脈内接種 ノ場合デモ、初感染ガ結核初期

攣化群 ヲ形成スルレ事實 ヲ確謹 シタ。

皮下接種再感染ハ、大多籔二於テ初期攣化群 ト同様ノ

像 ヲ生ジナイ。

叉吸入感染、静脈内接種ノ何 レニ於テモ、再感染デハ

肺臓及 ビ該局所淋巴腺トノ間二初期墜化群 ト同様 ノ

病攣 ヲ形成シナイ、帥チ結核性病攣ハ肺臓二限局シ、

肺門縦隔蜜淋巴腺、其他諸臓器及ビ全勇ノ淋巴腺等二

結核性病攣ヲ見ナカソタ。

皮下接種二因ツテ初感染が惹起サレタ場合ニハ、病理

解剖學的二定型的初期攣化群形成 ノ存否二拘ハラズ、

再感染以後二Koch氏 現 象ヲ認メタ。 叉治癒後モ抵

抗増加ノ纒績スルレ事 ヲ認メタ。

吸入感染及 ビ静版内接種ノ場合デモ、初感染 ト再感染

トノ間二組織反旛ノ差、顯著ナモノガアツテ、初感染

が再感染二封 シテ明カナ 抵抗増加 ヲ來スコトヲ知ツ

タ。

再感染デノ・炎性組織 二壊死 ヲ來スコト極メテ稀デア

ルレ。此組織像ノ差ハ、吸入感染實験デ最モ著シク、初

感染デハ容易二廣汎ナ 滲出性二富 ンダ乾酪性肺炎 ヲ

惹起スルレノニ反シ、再感染デハ滲出性肺炎ノ像 ヲ見ルレ

事ガ出來ナカツタ。

皮下接種感染デハ血行性輔移 ヲ起スコト稀デアツタ。

吸入實験ハ甚ダ強烈ナルレ感染方法 ヲ行ツタノデ、1ケ

月牛以上ノ例デ・・腹腔内諸臓器二輔移竈 ヲ見、脾二最

モ強ク、肝、腎之 レニ亜ギ、腸及ビ喉頭ニハ之ヲ見ナ
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カ ッ タ。 静 脈 内 初 接 種 ノ場 合 ニモ 、共 分 怖 ハ大 膿 同 様

デ、肺及 ビ脾 二最 モ強 ク、 肝 之 二亜 ギ、 腎 二之 ヲ見 ナ

カツ タ。

静 脈 内接 種 初感 染 例 ニ ノ ミ、脾 臓 、 肝 臓 等 ノ局所 淋 巴

腺 二乾 酪 攣 性 ヲ見 タ。皮 下接 種 及 ビ吸 入 感 染 二於 ケ ルレ

是等 臓 器 ノ血 行 性 韓 移 ノ場 合 ニノ・、夫 等 ノ局所 淋 巴 腺

二乾 酪 攣 性 ヲ見 タ 事 ハ無 イ。 之 ハ甚 ダ 興 味 ア ルレ所 見

デ、初 感 染 ガ何 レノ臓 器 二於 テ モ容 易 二初期 攣 化群 ヲ

形 成 シ、再 感 染或 ハ輔 移 が初 期 攣 化 群 ノ像 ヲ形 成 シ難

キ ヲ物 語 ルレモ ノデ ア ルレ。

肺 内病 竈 ノ分 怖 ・・、氣 管枝 性 感 染 デハ 肋 膜 附 近 帥 チ肺

表 面 二近 ク 生 ズ ルレコ ト多 ク、深 部 ニ ハ甚 ダ少 ナ イ。 反

之 血 行 性肺 病 竈 ハ肺 ノ深 淺 ヲ問 ハ ナ イ。各 肺 葉 内 二於

テ バ血 行 性 ノ場合 ハ上 部 二多 ク、氣 管 枝 性 ノ場 合 ニ ハ

下 部 二多 イ。

吸 入 後 第 二 週 ノ肺 二、所 謂剥 離 性 肺 炎(Desquamative

pneumonieBuhl)ノ 像 ヲ見 タ。

吸 入 初 感 染 實 験 デ種 々實 験 期 間 ノ剖 槍 例 二就 テ、肺 臓

及 ビ肺 門 部 淋 巴 腺 ノ結 核 病 竈 ヲ通 覧 ンテ 見 ルレ ト、初 期

ノ病 竈 ニハ 主 ト シテ滲 出性 攣 化 ヲ見 、月 ヲ追 ウテ病 竈

二滲 出性 攣 化 ガ 高 度 ニナ ルレニ及 ンデ 増 殖 性 憂 化 ガ漸

i欠二現 ハ レ、次 デ雨 攣 化 ノ強 弱割 合 が、 共 位 置 ヲ輔 倒

シ、滲 出性 攣 化減 退 ンテ、 増 殖 性 攣 化 が顯 著 トナ ツ テ

居 ルレ。

從 來 猿 ノ結 核 症 二 ・・、ラ ング ハ ンス 型 巨 細胞 ヲ見 ルレコ

ト稀 トサ レテ居 ルレガ 、本 實験 デ ハ再 感 染病 竈 二頻 繁 且

ツ著 明 二 現 バ レルレ事 ヲ明 ニ ン タ。

初 期 攣 化群 ノ滲 出性 病 竈 二於 ケ ル 上 皮様 細 胞組 織 二、

毛 細 血 管 ガ比 較 的 多 イ。(自 抄)

學 齢 期 二於 ケ ル結 核 初 感染 卜 結 核 症 トノ關係 二

就 テ

HansJacobUstvedt:UberdenZusammenhang

Zwischentuberku16serPrimtirinfektionundtuber・

kulδserKrankheitimSchulalter.

學 齢 期 特 二思 春 期 二於 ケ ルレ結 核 感 染 ト 其登 病 トノ間

ノ間隔 ノ、ドウナ ツ テ ルレカバ、今 爾 除 リ知 ラ レテ ナ イ ノ

デ、 著 者 ハ之 ヲ調 査 ンタ ノデ アルレ。

1930年 二Trondheimノ 學 齢 兄童 約5000人 二就 テ、

「ツ ベ ルレク リン」槍 査(Pirquetニ ヨ ルレ)ヲ 行 ツタ トコ

ロ、 其 内1/4ガ 結 核 二感 染 シテ居 タ。

i欠デ 「ッ ベ ルレク リン」陰 性b陽 性bノ ニ 群 二分 チ1930

年 ノ夏 カ ラ1932年 ノ夏 二至 ルレ2年 間 二亙 リ観 察 ンテ
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見 タ トコ ロ、 確 二結 核 二罹 患 ンタ報 告 ヲ59例 得 タ。

帥 チ元 來 「ツ ベルレク リン」反 鷹 陽 性 ノ1130例 ノ内7例

陰 性 ノ3670例 ノ内52内 ガ罹 患 ンタ ノデ ァ ルレ。

「ッ ベ ルレク リ ン」反 磨 陽性 群 ノ罹 患 者7例 ノ内6例 ハ肺

結 核 症 、1例 ハ腹 膜 ノ結 核 症 デ ア ツ タ。 特 記 ス ベ キ

事 ハ、 是 等 患 者 ノ内5人 が1-5年 前 二肋 膜 炎 二罹 ツ

タ事 デ アルレ。 是 等7例 ハ 「ツ ベ ルレク リ ン」陽 性群 二入

vテ アルレが、 其 内6例 ・・Pirquet反 磨 ノ結 果 ・・不 確

實 デ アツ タ カ ク ン テ、確 實 二 「ツ ベ ルレク リ ン」反 慮 陽性

デ 獲病 ンタ モ ノハ1例 二過 ギ ナ イ。

「ツ ベ ルレク リン」反 磨 陰 性 群 デ登 病 シタ者 ハ、陰 性 反 恋

が全 部 甚 ダ強 イ 陽性 反 磨 二輔 向 シタ。此 群 ノ結 核性 疾

態 ハ結 節性 潮 紅斑 、肋 膜 炎 、 拶 膜 炎 及 ビ肺 浸 潤 デ アツ

テ、共 内 肺 浸 潤 最 モ多 ク、 次 デ滲 出性 肋 膜 炎 が多 イ。

學 齢 期 二於 ケ ルレ肋 膜 炎 ハ 初 感 染 後 屡 く 短 時 日 二登 病

ス ルレ様 二思 ハ レレ。

學 齢期 二於 ケ ルレ最 初 ノ結 核 性 罹 患 ハ、感 染 後 比 較 的 早

ク起 ツテ來 ルレモ ノデ アルレ。(中 田 抄)

成 人肺 癩 ル成立 條件 二就 テ

H.Kutschera・AichbergenundA.Makitra:Uber

dieEntstehungsbedingungenderLungenschwindsu・-

chtdesErwachsenen.

成 人肺 瘍 ノ病 因 、再 感 染 ノ意 義 及 ビ危 瞼 性 二就 テ我 々

ハ知 ルレトコ ロ寡 ナ イ。叉 幸 ニ シテ初 感 染 ノ治 癒 シタ人

二、外 界 カ ラ ノ新 ジキ感 染 ガ危 瞼 デ ア ルレカ如 何 カ ト云

フ事 モ未 ダ確 定 サ レテ ナ イ。 更 二叉 、成 人 ノ肺 瘍 ハ外

因性 再 感 染 ノ結 果 デ ア ルレカ 或 ハ 小 見期 二生 ジタ初期

攣 化 群 ヨ リ 登 展 シタ モ ノ デ アルレカ ノ 根 本 問 題 モ未 ダ

決 定 サ レテ居 ラ ナ イ。ソ コデ 著 者 ハ成 人 肺 瘍 ノ成 立 二

外 因性 或 ハ 内 因性 ノ因子 が、 ドノ位 ノ範 園 二意 義 が アー

ルレモ ノ カ ヲ研 究 シタ.

著 者 ハ此 際 最 モ重 要 ナ ルレ、狭 義 ノ肺 瘍 即 チ空洞 性 肺 瘍

ケ ケ ヲ取 扱 ヒ、早 期 播 種 型 二就 テハ 號病 時 期 ヲ確 實 二

定 メ ルレコ トが因難 デ ア ルレタ メ 除外 シタ。

早 期 浸 潤 が 出來 ルレ年 齢 即 チ20歳 頃 二、 叉 ・一般 二成 人

ノ空 洞 性 結 核 症 場 合 、 初 期 攣 化 群 ハ 病 理 解剖 學 的 ニ

モ、「X」線 學 的 ニ モ何 等 増 悪 ヲ示 サ ナ イ事 ハ、 多 ク ノ

學 者 ノー 致 ス ルレ トコ ロデ アルレ。

内 因性 再 感染 論 者 ハ 内 因設 ヨ 必 要 ナルレ トコ ロ ノ病 理

解 剖 學 的所 見 ガ鉄 ケ テ ルレタ メ、此 説 ヲ人 爲 的 二支 持 セ

ンが タ メ、 攣 縮 ン、石 灰 化 ン タ初期 攣 化群 中 二、 結 核

菌 が10年 モ ー種 ノ眠 二入 り、 次 デ急 二 目昼 メ飛 出 ス
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コ トが 出來 ルレト云 フ假 設 二救 ヲ求 メ ルレコ トニナ ルレ。

然 シ此假 説 モ新 ン キ細 菌 學 的 検 査 ニ ヨ リ、共 根 底 ヲ失

ツ タ。何 トナ レバ 内 因 性學 説 ニ ョ ルレ,,Proliferieren"

ヌ ルレデ ア ラ ウ時 代 、 卸 チ20歳 過 ギ テ ハ初 期 攣 化 群 中

二、 最 早 ヤ生 薗 ハ存 在 シテナ イ カ ラ デ ア ルレ。

斯 クノ如 久 初 期 攣 化群 ・・20代 デ ハ、 形 態 學 的 二非

活動 性 デ、 無 薗 デ ア ルレコ トガ通 則 デ アルレカ ラ、此 年代

二於 ケルレ肺 瘍 ノ内 因 的 獲 生 ・・殆 ン ド不 可 能 デ アルレ。

次 二肺 瘍 獲 生 ノ外 因 性 因 子 二就 テ ハ、外 因性 再 感 染 ハ

動 物 實 験 二於 ケ ルレ ト同 様 二、人 類 二於 テ モ、 初 期 墜 化

群 が伺 活 動 性 デ アルレ間 、帥 チー 般 二早 イ小 見 期 デ ハ、

外 因性 新 感 染 ノ危 瞼 ハ比 較 的 少 ナ ク、反 之 初 期 墜 化 群

が静 止 ノ状 態 ニナ レバナ ルレ程 、危 瞼 ガ増 ス事 が考 ヘ ラ

ン ルレo

理 論 的 二、人 類 二於 ケ ルレ恐 ルレベ キ罹 患 ハ大 量 ノ薗 が直

接 二肺 臓 二來 ルレカ、或 ハ廻 リ道 ヲ シテ肺 門 淋 巴腺 ヲ越

ヘ テ血 液 二入 ルレ ト、(吸 入 シタ 結 核 菌 ガ氣 管 枝 ノ粘 膜

二附著 ン、 コ ・二結 核 性 病 攣 ヲ起 サ ズ、淋 巴 流 ニ ヨ リ

肺 門腺 二蓮 バ ル=外 因性 淋 巴腺 性 再 感 染)外 因性 再 惑

染 ニ ヨ リ起 リ易 イコ ト、叉 人類 ハ理 論 的 ニ モ、 多 クノ

場 合 初期 墜化 群 二於 ケ ルレ結 核 菌 が 死 滅 シタ年 頃 二侵

サ レルレコ トが明 カデ ア ルレ。

統 計 的 ニ モ成 人 肺 瘍 ノ成 立 二、事 實 上 外 因性 再 感 染 ガ

重 要 デ アル ト云 フ事 ハ多 分 二考 ヘ ラ レルレ。ソ レハ肺 瘍

ガ理 論 上再 感 染 ニ ヨ リ、最 モ 多 ク侵 サ レルレデ ァ ロ ウ年

齢 二、tpチ20歳 頃 二頻 繁 二獲 生 ス)Llカ ラデ アルレ、 從

テ死 亡 率 ハ20年 代 二最 高 二達 ス ルレ。

普通 思 春 期 が 成 人 肺 瘍 ノ動 機 トナ ルレト 見 倣 サ レテルレ

ガ、夫 ハ不 當 デ アルレ。 事 實 思 春 期 二於 ケ ルレ罹 患 ハ夫 以

後 ヨ リモ少 ナd。 獲 病 ヵ"19歳 カラ23歳 頃 力"一一番 多 イ

ト云 フ事 ハ多 ク ノ報 告 ニ ヨツ テ解 ルレ。

叉20代 が死 亡 卒 ノ最 高 デ ア ルレコ トが、 思 春 期 罹 患 ノ

結果 デ アルレ ト考 ヘ ルレコ トハ 出來 ナ イ。何 ン トナ レバ定

型 的思 春 期 肺 瘍(13-17歳)・ ・、 一 般 二20代 二達 ス ルレ

コ トハ ナ イ カ ラ シ テ、20代 ノ死 亡 率 二 影 響 ヲ及 ボス

コbハ ナ/。 故 二19-2S歳 ノ間 ノ肺 瘍 患 者 ノ頻 登 ハ

思 春期 及 ビ初 期 攣 化 群 ノ,,Proliferation"一 ヨソ テ

説 明 出來 ナ イ。

之 二反 シ外 因 性 再 感 染 ガ意 義 が アルレ。何 トナ レパ丁 度

此20年 代 ハ初 感 染 竈 ノ感 染 力清 失 ニ ヨ リ外 因性 再 感

染 二特 二罹 リ易 ク ナ ソ テ ルレカラ デ ア ルレ。

20代 二罹 患 ンタ人 々ノ場合 二、 外 因性 再 感 染 二i封ス
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ルレ機 會 ガ澤 山謹 明 サ レルレカ ト云 フ ニ、濁 逸 ノ162個 所

ノ結 核 相 談 所 ノ調 査 ニ ヨ ルレト、成 人 肺 瘍 ハ 開 性 結 核 患

者 ノ周 園 デ へ 然 ラザ ルレ場 合 二於 ケ ルレヨ リモ5-6倍

高 イ罹 患 率 ヲ示 シテ居 ルレ。

再 感 染 ノ場 合 ハ 侵襲 結 核 菌 へ 初 感 染 ノ 場 合 ト異 ナ

リ、肺臓 内 ノ侵入 門戸 二直接 二病 竈 ヲ形 成 セ ズ ニ、 先

ヅ以 テ 淋 巴腺 二搬 バ レ、 次 デ結 核 菌 ノ大 部 分 ハ 「ア レ

ルレギュンユ」ノ個 腱 内 デ無 害 ノモ ノ ニ サ レルレ。感 染 ガ反

復 ン、特 二大 量 ノ感 染 デ アルレ トキ初 メ テ淋 巴腺 ヲ破 開

ン、小 循 環 内 二二 次 的血 行 感染 及 ビ病 竈 形 成 ヲ起 ス ノ

デ アルレ。故 二再 感 染 ノ血 行型 ハ 内 因性 再 感 染 ノ詮 明 ト

ハ ナ ラナ イ。

ソ コデ 開性 結 核 症 ハ乳 見 及小 見 ニ トソ テ ノ ミナ ラズ、

15-30歳 ノ青 年 虹 二 成 人 一 トツ テ 危 瞼 デ アルレカ ラ、

小 見 ノ ミナ ラズ15-30歳 ノ人 ヲ モ出 來 ルレダク 開性 結

核 患 者 カ ラ隔 離 セ 子バ ナ ラ ヌ.(中 田抄)

左 側 横隔 膜紳 脛 捻 除 二於 ケ ル 胃心 臓 症 候 群

L.Roemheld:DergastrokardialeSymptomenkompr

lexbeilinksseitigerPhrenicuseXairese.

1912年 二i著者 ノ父 ナ ルレRoemheldガ 左 側 横 隔 膜 下 ノ

異 常 空 氣 集 積 が、横 隔 膜 高 位 及 ビ夫 ニ ヨルレ心臓 ノ違 和

ヲ來 ス 状 態 ヲ記 載 シ、爾 來 斯 ルレ病 朕 ヲ胃心 臓 症 候 群 ト

命 名 シタ。

著 者 ハ左 側 横 隔 膜 紳 経 捻 除 術施 行 後、斯 ルレ病 状 が現 ハ

vルレカ ドウカ ヲ明 カ ニ セ ン ト シ、192壬 年 來143例/

左 側 横 隔 膜 紳 経 捻 除 術 ヲ行 ツ タ。

共 内17人 二 胃 心臓 症 候 群 ト思 バ レルレ違 和 ヲ來 ンタ。

是等 ・・或 者 ハ輕 キ 胃 ノ違 和 ヲ起 シ、或 者 ハ 心臓 ノ現 象

帥 チ速 脈 、期 外 叫婿宿性 不整 脈 ヲ起 シタ。3例 二於 テ著

明 ナ症 候 群 が 見 ラ レタ。 此 圭 観 的現 象 二反 シテ、客 観

的 所 見 ハ 胃 ノ化 學 的及 ビ レ ン トゲ ン検 査 、心臓 ノ電 氣

心臓 描爲 法及 ビ」ζ線 瞼 査 ニ ヨツ テ モ少 ナ イ。

要 ス ルレニ左側 横 隔 膜 紳 経 捻 除術 施 行後 ・ 胃 心臓 症 候

群 ノ登 現 ハ期 待 二反 シ稀有 デ アツ タ。(中 田 抄)

肺 結 核 症脛 過 中 二於 ケ ル血 液 ノi疑固 時間 二就 テ

16kratisD.Hadz.iemmanuil:UberdieGerinnungsz・

eitdesBlutesimVerlaufderLungentuberkulose.

Pilion療 養Sfiノ 患 者60人 二就 テ血 液 凝 固 時 間 ヲ計 ツ

タ。 器 械 ノ・MasMagroノ 装 置 ヲ用 ヒタ。

肺 結 核 患 者 ノ大 部 分 二於 テ凝 結 力 ハ障 碍 サ レ ルレ。

凝 固 時 間 が遅 クナ ツ テ モ、 喀 血 ノ傾 向 ヲ示 サナ イ。

喀 血 ノ後 、凝 固 時 間 が短 クナ ツタ例 デ ハ、喀 血 ハ再 ビ
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起 ラナ イ。

肺 出 血 ノ或 ルレモ ノハ 崩 壌 作 用 ト關 係 がナ イ。斯 ルレ出血

ノ場 合 ニ ハ結 核 症 二由 來 ス ルレ出血 素 因 が存 在 ス ルレ。

(中 田抄)

骨 結 核 症 二於 ケ ル血 液 ノPhosphatase二 就 テ

B.KoldajewundM.Altschuler:VberdiePhosph・

atasedesBlutesbeiKnochentuberkulose.

使 用 シタ方 法 ・・Jenner・Kayノ 方 法 デ ア ルレが、異 ナ ツ

タ鮎 ハ20時 間 ノ結 果 デ決 メ タ事 デ ア ルレ。 燐 ノ測 定 ハ

Samsonノ 方 法 デ行 ツタ。材 料 ・・3-16歳 ノ小 供 ヲ用

ヒ タ。

1、 骨 結 核 症 ・・血 液 中 ノPhosphataseノ 壇 加 ヲ件 ツ

テ ルレ。

2、 純 結核 性 感 染 例 デノ・Phosphataseノ 債 ・・比 較 的

強 ク増加 ンテルレ。 或 例 デ ハ通 常 ノ2-%倍 二達 ・yテ

ルレ0

3、 混 合 感 染 ノ場 合 デ ノ・Phosphataseノ 債 バー 般 二

著 ンク増 加 ンテ居 ナ イ。特 二重 症 経 過 ヲ トツ タ例 デ ハ

Phosphatatase債 ノ増 加 ノ・普 通 ノ上 境 界 ヲ越 ヘ ルレコ ト

ハ ナ イ。(中 田 抄)

結 核 菌 ノ形 態 二關 スル観 察

BernsteinlBeol)achtungenifberFormverschiedenh・

eitendesTuberkelbacillus.

先 ヅ始 二次 ノ如 キ 自己 ノ實 験 二 於 ケ ルレ観 察 ヲ述 べ、

Petri氏 「シヤ ー レ」内 ノ 「グ リセ リ ン」馬 鈴 薯 片 ノ上

二、 大 硅 ノ純 粋 培 養 ヲ行 ツ テ、共 儘放 置 シ置 キ・ 時 々

塗 抹 標 本 ヲ作 リ顯 微鏡 検 査 ヲ行 ッ タ。此 検 査 ニ ヨ リ抗

酸 性 桿 薗 ・・段 々 ト減 少 ン、叉 短 ク ナ リ、 爾 顧 粒型 ノモ

ノモ殆 ン ド消 失 シ、途 ニ ハ唯 赤 色 ノ微 細破 片 が存在 ス

ルレノ ミニ ナ ルレコ トガ解 ツ タ。

若 イ結 核 菌 培 養 ヲ検 鏡 シテ 見 タ1・=・ ・Ziel染 色 デ

ハ淡 赤 カ ラ濃 赤 色 二至 ルレ桿 菌(「 メ チ レ ンブ ラ ウ」染色

ニ ョ ルレト、 澤 山 ノMuch氏 穎 粒 が謹 明 サ レルレ)ノ 外

⊇、 微 細 及 ビ極微 細 ノ 淡 青 色 ノ、 雨 端 尖 ツ タ トコ ロ

ノ、屡 く中 心 二濃 染 セルレ核 ヲ有 ス ルレ桿 薗 ヲ詮 明 ンタ。

時 二 ・・此 桿 菌 ノ色 ・・紫 色 或 ハ 薔 薇 色 ヲ呈 ス ルレコ トモ

ア ルレ。此 微 細青 色桿 菌 ハ 結 核薗 ト如 何 ナ ルレ關 係 が ア ルレ

カ?。

結 核 菌 「グ リセ リ ン」馬鈴 薯 或 ・・ヴ ィ ヨ ン」培 養 ノ古

イ材 料 ヲ、rグ リセ リ ン」寒天 培 養 基 二移 ン、48時 間

以 内 二塗 抹 標 奉 ヲ作 ツテ検 鏡 ス ルレ ト、 小 サ ナ 丸 イ、或

ハ卵 形 ・、或 ハ規 則 的 或 ハ 不規 則 ノ小 細 胞 ガ謹 明 ンサ
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ルレ。 其 淡 ク染 マツ タ膜 内 二濃 染 ンタ小 核 が、 屡 く「コ

レマ」状 ヲ爲 シテ存 在 シテ ルレ。 此 モ ノハ 結 核 薗 二封 ン

如 何 ナ ルレ關係 ヲ有 ス ルレカ?、

次 デ以 上 ノ観 察 所 見 ヲHollande及 ビMostonC.

Kahnノ 文 獄 ト比 較 ン、 上 記 ノ疑 問 ヲ解 イテ居 ルレ。

Hollande氏 ノ實 験 ニ ヨルレ1・、遊 離 セ ルレ,,R6nitocytes"

(Koch氏 菌 ノ抗 酸性 穎 粒 。一一Much氏 顧 粒 ・・種 々ノ獲

育 期 二於 ケ ルレR6nitocytenテ ア ルレ)カ ラ微 細 ナ 圓形 或

ハ卵 形 或 ハ少 ジ 長 イ小膿(Corpusculescyanophiles)

ガ 出來 、 此 小 膿 カラKoch氏 菌 力"直接 二生 ズルレ。 帥

チ小 膿 ハ長 ク ナ リ、而 シテ雨 端 が細 ク尖 ツテ ルレ桿 菌 ト

ナ ルレ。

著 者 ・・此Hollandeノ 文 献 ヲ参 照 シ、自己 ノ観 察 シタ

小桿 モRenitocytesカ ラCorpusculescyanophilesヲ

経 テ出 來 テ來 タ結 核 薗 ノ前 期 デ ア ラ ウ ト ンテ居 ルレ。

叉M.C.Kahn氏 ノ・、 小 桿 ガ漸 次 二微 細 二碑 ケ、 此

穎 粒 ガ酸 二抵 抗 ス ルレカ ヲ失 ヒ、次 デ叉 此 微 細 ナ顧 粒 カ

ラ弱 々 シイ桿 状 ノ物 膿 ニ ナ リ、之 ガ盆i〈大 且 ツ太 クナ

リ、次 デ抗 酸 性 ヲ得 、 之 ガ動 物 實 験 ニ ヨ リ結 核 菌 デ ア

ルレ事 ヲ確 謹 ンテ居 ルレ。

Enderlein氏 ニ ヨ リ,,AtrophischerBasit"ト 記載

サ レテルレ此 題 粒 形 成 ハ 結 核 患 者 ノ 喀 疾 中 ニ モ見 出 サ

レ ル。 若 シ喀疾 ヲManson氏 ノi封比 染 色 ヲ用 ヒテ観

ルレ ト、 塗 抹 中 二願 粒 ガ多 数 二存 在 ン、白血 球 ガ顧 粒 デ

充 タサ レテ ルレノ ヲ見 ルレ。

以 上 ノ所 見及 考 察 ハ 患 者 ノ 感 染 力 ヲ 剣 噺 ス ルレニ特 二

興 味 アルレモ ノデ アルレ。 今 後 ハ閉 性 及 ビ開性 、傳 染 性及

非 傳 染性 ト云 フ概 念 ヲ棄 テ、結 核 患 者 ガ閉 性 、 開性 ヲ

問 ハ ズ、適 當 ノ培 養 基 二於 テ再 ビ結 核 薗 二再 生 ス ルレコ

トガ出 來 且 ツ感 染 力 ア ルレ細胞 要素 ヲ 喀 出 ス ルレカ ドウ
サ

カ ヲ謹 明 ス ルレ様 ニナ ルレダ ラ ウ。實 際 上 ニ ハ抗 酸 性 ノ桿

薗 ノ謹 明 ヲ結 核 症 存在 ノ 重 要 ナルレ 謹 明 ト考 へ 子 バナ

ラ ヌが、病 院 及 ビ療 養 所 等 デ ハ爾 精 細 二喀 疾 中 ノ細薗

ノ像 ヲ研 究 ス ベ キデ ア ラ ウ ト。(中 田抄)

肋 膜 炎 及 ビ氣胸 滲 出 液 中 ノ結 核 菌 培 養法 二就 テ

NaomiOshima,RissyunSuzukiundKunioSuzuki:

VberZUchtungvonTuherklbacillenausPleuritis・und

Pneumothoraxexsudat.

著 者 ノー 人 鈴 木 氏 が種 々ノ實 験 カラ、銀 杏 ノ實 ヲ圭 成

分 トス ルレ銀 杏 胚 珠 培 養 基 が、結 核 薗 ノ登 育 二最 モ良 イ

コ ト ヲ知 ツ タ。 此 培 養 基 ハ此 鮎 二就 テ、他 ノ培 養 基 二

比 ン遙 二優 レ、 叉 其 製 法 モ簡 軍 デ ア ルレ。
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培養 基 ノ組 成 ハ銀 杏50瓦 、 味 ノ素3瓦 、0.85%食 盤

水200耗 デ アルレ。

著 者 等 ハ特腰 性 滲 出性 肋 膜 炎及 ビ 人 工 氣 胸 ノ際 生 ジ

タ肋 膜 炎 ノ滲 出液 ヲ以 テ、銀 杏 培 養 基 及 ビ共 封 比 ト シ

テHohn氏 ノ培 養 基 二結 核 菌 培 養 ヲ行 ツタ。

特 獲性 肋 膜 炎 滲 出液 ヨ リ ノ結 核 菌 培 養 成 績(陽 性77.4

%)・ ・、人 工氣 胸 ニ ヨルレ肋 膜 炎 ノ培 養 成績(陽 性90%)

ヨ リ劣 ツ テ 居 ルレ。

聚 落 が見 出 サ レル迄 ノ 日籔 ハ、雨 者何 レノ肋 膜 炎 二於

テモ殆 ン ド同 ジデ、ZF均28日 デ、 多 ク ハ約3週 間 デ

ア ルレ。

混 合 感 染 ヲ防 グ タ メ ニ加 ヘ ルレ色 素(「 ゲ ンチ ア ナ」紫)

ハ、結 核 菌 ノ蟹 育 ヲ抑 制 、 遅 延 サ セ、 從 テ培 養 成 績 ハ

悪 イ。

培 養 成 績 ・・比 重 、蛋 白含 有 量 及 ビRivalta反 磨 二、一一

定 ノ關係 ヲ持 ッ テルレ。 帥 チ培 養 成 績 ノ陽 性 ナ例 デハ 、

比 重、 蛋 白 含有1達 等 ハ高 イ が、 陰 性 ノ場 合 ハ 比 重 ハ

1019ヨ リモ低 ク、 蛋 白量 ハ3.5-4或 ・・4.5%デ 、

Rivalta反 慮 ノ・弱 イ。

銀 杏 培養 基 ノ・優 秀 デ アツ テ、結 核 菌 培 養 ニハ 好 適 デ ア

ルレ。 此 培養 基 二於 テハ 、菌ソ 登 育 ハ顯 著 デ、 從 テ陽 性

百 分 率 ノ・高 ク、Hohn氏 培 養 基 ヨ リモ成i績 が良 好 デ マ

ルレo

特 獲 性 肋膜 炎及 人 工 氣 胸 ニ ヨルレ肋 膜 炎 ヲ通 ジ テ、培 養

成 績 ・・51例 ノ内42例(S4.4%)ガ 陽 性 デ ア ルレ。 滲 出

液 ノ性 状 ノ鮎 カ ラ観 ルレ ト、 比 重 が1020以 上 ノ モ ノ デ

ハ41例 中全 部(100%)陽 性 、 蛋 白含有 量 ガ5.0%以

上 ノ例 デ ハ94.8%陽 性 デ ア ルレ。

培 養 陽性 ノ42例 ノ内、 顯 微 鏡 的結 核 菌 ノ 詮 明 ハ2例

(4。8%)デ ア ルレ。

銀 杏 培養 基 トHohn氏 培養 基 トノ 陽 性 百 分 率 ヲ比 較

ス ルレ ト、 前 者 ・・64.9%、 後 者 ・・50.7%ヲ 示 シテルレ。

(中 田 抄)

筋 肉及 ビ 甲状 腺 ノ墜 搾 液 ノ結 染菌 二及 ボ ス影 響

HansFeurig:DieEinwirkungvonPresssaftendes

MuskelsundderSchildrtiseaufTuberkelbacillen.

文獄 ニ ヨルレト、筋 肉 及 ビ 甲状 腺 ノ結 核 症 ガ 比較 的 稀有

デ アルレコ トノ根 慷 ハ、是 等雨 器 官 内 ノ血 管状 態 が特 二

良 好 デ アルレコ トが、結 核 薗 ノ附 著 ヲ阻 ゲルレコ ト、 叉 是

等 器 官 ノ化 學 的組 成 が 結 核 菌 ノ登 育 二 不 利 デ ア ルレコ

ト、叉 筋 肉 及 ビ 甲状 腺 カラ 出來 ルレ物 質 が結 核 薗 ノ登 育

ヲ阻 止 メ ルレヵ ラデ ア ルレ トサ レ テルレ。
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著者 ハ筋肉及 ピ甲状腺液 ニヨノレ結核薗獲育阻止作用

ガ、何ノ程度二細菌學的検査方法ニヨツテ詮明サ レル

カヲ實験 シテミタ。

此 目的二筋肉及 ビ甲状腺 ノ歴搾液、ヌ.i封照 トシテ肺臓

ノ歴搾液ヲ作 ツタ。材料ハ事故或ハ其他 ノ原因デ急死

ンタ人間ノ極ク新鮮ナ器官 ヲ用 ヒタ。歴搾液ハ無菌デ

Seitzノ 濾過器ヲ通 シ濾過サレルレ。其際液 ガ何等化學

的及ビ理學的攣化 ヲ起サナイ様二、非常二注意スルレコ

トデアルレ。

無菌ノ歴搾液 ヲL6wenstein氏 結核薗培養基 二移 シ、

瞳搾液が24時 間二全培養基ヲ蓋 ヒ、且充分二浸 ヒ込

ム様二培養基 ヲ斜ニスルレ。試験管二同一薗株 ノ結核菌

ヲ同量二且ツ出來ルレダケ均等二塗ルレ様 ニスルレ。

此實験ニコルレト、筋肉ノ踵搾液ハ何等結核菌獲育阻止

ノ作用 ヲ示サナカッタ。甲状腺ノ座搾液ハ最初二於テ

ハ結核薗増殖二i封ン、遅延作用 ヲナシタ標 二思 ハV

ルレo

次 二歴 搾 液 ノ種 々ナ ルレ水 素 「イ オ ン」濃 度 が、結 核 薗 培

養 ノ猶 育 二差 異 ヲ起 ス カ ヲ實 験 シテ ミタ。

此 實 験 二sル レト、歴 搾 液 ノPH濃 度 ノ差 異 が結 核 菌 登

育 二、輕 度 ノ差 異 ヲ生 ズ ルレ様 二 思 バ レル。若 シ液 ノPH

数 が培 養 基 ノPH数 ト同 様 デ アルレ ト、結 核 菌 ノ獲 育 ハ

・一様 デ ア ルレ。

L6wenstein氏 培 養 基 ・・3%ノ 「ヨー ドヨー ドカ リー

溶 液 ヲ 中和 ス ルレ。 斯 ルレ培 養 基 デ ハ 結 核 菌 ノ獲 育 阻止

ハ認 メ ラ レナ イ。 夫 故 甲状 腺 液 ノ 輕 度 ノ遅 延 作 用 ハ

「ヨー ド」ノ爲 デ ハナ イ
。(中 田抄)

鐵 、銅 、葉 線 素 結 合 ヲ以 テ セ ル肺 結 核 症 療 法 二就

テ

FerdinandMattausch:UberdieBehandlungder

LungentuberkulosemiteinerEisen・Kupfer・Chlorop-

hyll・Kombination

此 治療 的 實 験 ハ、葉 線 素 一 鐵 及 ビ銅 一 鐵 療 法 ヲ、 一 次

及 ビニ 次 貧 血 症 二試 ミ好 成 績 ヲ得 タ ノ デ、之 ヲ肺 結 核

症 ニ モ利 用 シ様 ト試 ミタ ノデ ア ルレ。

経 口的鐵 一 銅 一葉 線 素療 法 ハ段 階 的 二 行 ソ タ。 即 チ

10-12週 二亙 ルレ1治 療 巡 圏 ノ後、8-12週 ノ休 止 ヲ

爲 シ、次 デ再 ビ2-3ケ 月 二亙 ルレ1治 療 巡 圏 ヲ行 ツ タ。

或 ルレ例 デ ハ尚 第3、 第4ノ 治 療 巡 圏 ヲ行 ツタ.1日 量

ハ 通 常 ・2膠嚢 デ、毎 食 後1個 宛 分 服 ジタ.胃 ノ障 碍 ヲ

起 サ ヌ揚 合 ハ4=-6個 ヲ與 へ、 弧 イ胃障 碍 ヲ起 ス場 合

ハ1日2個 、 叉 ハ2日 二2-3個 ヲ與 ヘ ル様 ニ ス ルレ。
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輕 度 及 ビ中 等度 ノ 慢 性 肺 結 核 症218例 二 此 療 法 ヲ行

ヒ、最 短1ケ 年 間 ノ観 察 ニ ヨルレ治 療 成 績 ハ、 此 製 刺 デ

顯 著 ナ ルレ攣 調 作 用 ヲ起 シ、夫 ニ ヨツ テ個 膿 ノ 自然 療 法

ヲ本 質 的 二援 ケ ルレ可能 性 ヲ精 査 シ得 タ。(中 田抄)

慢 性 肺 結 核 症 二 於 ケ ル塑 基 性 鑛 質 混 合 ヲ 以 テ セ

ル攣 調 實 験

FerdinandMattauseh;UberUmstimmungsversuche

miteinembasischenMineralstoffgemischbeider

chronischenLungentuberkulose

結 核 症 ノ如 キ鑛 質 清 失 ヲ來 ス 疾 患特 二 新 間 歌 推 進 期

(Schubstadium)二 於 テ ・・、酸 璽 基 亭 衡 ガ 齪 サ レルレ傾

ガ ア ルレ。

酸 ノ朕 態 が攣 ルレコ トニ ヨソ テモ,病 原 菌 ノ生 活 條 件 ガ

攣i化 ス ルレ。 結 核 菌 モ 酸 含 有 量 ガ、丁 度 強 イ炎 衝 ノ領 城

二存 在 ン テルレ酸 中 毒 債 二相 當 ス ルレ培 養 基 デ ハ、特 二良

ク蟹 育 ス ルレコ トガ謳i明サ レテ ルレ。

」又F.Hoffハ 人 工 的 二起 ツ タ 酸 中毒 ノ場 合 、 結 核 症

経 過 が悪 化 ジタ コ トヲ實 際 二見 テ 居 ルレ。而 テ急 性 ノ塀昭

間性 疾 患 ノ結 果 現 バ レルレ結 核 症 ノ悪 化 ハ、或 程 度 マデ

担 間 性疾 患 二關 係 ア ルレ酸 中毒 ♪ ヨツ テ 設 明 ス ルレコ ト

ガ 出 來 ト云 フ テ ルレ。

ソ コデ 著 者 ・・均骨豊内 ノ 「アルレヵ リ」貯 藏 ノ減 少 ヲ阻 止

ス ルレタ メ ニ、尿 酸 及 ビ他 ノ新 陳 代 謝 ヲ減 少 サ ス作 用 ヲ

有 ス ルレコ トガ既 二良 ク 解 ツ テヰ ルレ トコ ロ ノ 璽 基 性 鑛

質 混 合Basikaヲ 以 テ64人 ノ 肺 結 核 患 者 二治 療 的實

験 ヲ行 ソ タ。

此 製 鋼 ハ果 箕 及 ビ野 茱 中 二含 マ レテ ルレ如 キ、有 機 酸 ト

結 合 シテルレ魎 基 性 鑛 質 帥 チ大 膿 二於 テ 「カ リ ウ ム」「ナ

ト リウ ム」「カ ルレンウ ム」「マ グ 子 ン ウム」爾 少 量 ノ鐵 及

ビ重 金陽 ヲ含 ンデ ルレ。

此 實 験 ・・今 ノ庭6-18ケ 月 間 ノ観 察 デ、 且 ツ64例 ノ

少 厳 デ ノ・アルレが、 此 盤 基 性 鑛 質 混 合 禮Basicaハ 結

核 症 ノ非 特 異性 憂 調療 法特 二 補 助 方 法 ト シテ 相 當 ノ

役 割 ヲ爲 スモ ノ ト云 ヘ ルレ ト。(中 田 抄)

一側 人 工 氣 胸2例 二於 ケ ル 心臓 ノ 分 時容 積 二關

ス ル實 験

GustavNylin:UntersuchungentiberdasMinuten・

volumendesHerzensin2Fdllenmiteinseitigem

k廿nstlichemPneumothorax.

2例 二、1側 人 工 氣 胸 施 行 前 ト後 充 盈 ノ 直後 二、心臓

ノ分 時 血 量 ヲ測 定 シ、 叉 心 臓 機 能 槍 査 ヲ行 ツ タ。

基 礎 代 謝 ノ測 定 ニ ノ・Kroghノ 肺 量 計 ヲ用 ヒ、心臓 機

録 【第12巻

能 検 査 ハ安静 時 ト或 一 定 ノ 作 業 ヲナ ンタ 後 二於 ク ル

酸 素 清 費 量 ヲ以 テ定 メ タ。

1側 肺 結 核 症 ノ2例 二於 テ、酸 素 消 費、 分 時 容積 及 ビ

搏 出血 量 ハ、 氣 胸 療 法纒綴 中 一定 デ、人 工 氣胸 施 行 前

ト同 ジ便 デ ア ルレ。

人 工 氣 胸 ヲ行 ツ タ側 ノ虚 脱 ガ 完全 ニ ナ ルレヤ イナ ヤ、酸

素 ノ清 費 ハ作i業後 稽 く培 加 ス ルレ、然 ン壇 加 ハ通 常 ノ限

界 ヲ越 ヘ ルレコ トハ無 イ。然 ン第2例 二於 テハ肋 膜 腔 ノ

滲 出 液 出現 ニ ヨ ツ テ、作 業 後 二酸 素 清 費 ノ壇 加 ガ ァツ

タ・(中 田抄)

塵 埃 沈 著 肺 疾 患 二於 ケ ル雨 側 自然 氣 胸 。併 二硅 素

沈 著 症 卜結 核 症 トノ關 係 二就 テ ノ補 遺

ArturAbraham:DoppelseitigerSpontanpneumoth.

oraxbeiStaublungenerkrankung.(Zugleichein

BeitragzurFragederBeziehungenzwischenSilik・

oseundTuberkulose.)

25歳 、 男 性 、 塵 挨 沈 著 肺 疾 患 二 雨側 氣 胸 ヲ生 ジ、 剖

検 ニ ヨ リ肺 結 核 症 ヲ見 出 ンタ例 ヲ報 告 シテ ルレ。

此 患 者ハ 工 場 デ硅 酸 含 有 ノ型 粉 ヲ吸 入 ンタ結 果 デ、3

年5ケ 月 間 此 工 場 デ 働 イデ 居 タ 間 二 生 ジ タ モ ノデ ア

ルレ。此 職 業 ヲ腰 業 ンテ9ケ 刀 後 二順次 二 雨側 ノ氣 胸 ヲ

生 ジ タ モ ノデ、初 ハ部 分 氣 胸 デ ア ツ タ が、 右 側 ハ後 二

完 全 氣 胸 ニナ ツ タ ノデ ア ルレ。

此 氣 胸 ノ號 生 原 因 ガ、純 硅 素 沈 著 症 ノ時 二起 ツ タ ト考

ヘ ラ レルレ事 ハ、此 患 者 ハ結 核 症 ノ家 族 歴 及 ビ傳 染 源 二

接 シタ ルレ事 モ無 イ。喀 疲 中 ノ結 核 薗 ハ培 養 及 ビ動 物 試

験 ニ ヨ ッ テ詩i明 サ レナ イ。赤 沈 速 度 ノ・雨 側 氣 胸 號 生 後

高 クナ ツ テナ イ。叉 肋 膜 腔 ノ滲 出液 が長 イ間 ノ観 察 ニ

モ拘 ハ ラズ 見 ラ レナ カツ タ。

然 ルレニ解 剖 ノ結 果 、(1)硅 素 沈 著 症 、(2)左 上 葉 及 ビ

右 下 葉 二空 洞 ヲ有 ス ルレ結 核 症 、(3)表 在 性 ノ肺 氣 腫 が

明 カ ニナ ツ タ。

ソ コデ 病 像 ノ経 過 ハ次 ノ如 ク ニ詮 明 サ レルレ。雨 肺 上 野

二於 ケ ルレ雨 側部 分氣 胸 ノ登 生 ハ、肺 氣 腫 ノ破 裂 二原 因

ス ルレ。 此 肺 氣 腫 ハ勿 論硅 素 沈 著 症 ノ タ メ、結 締 組織 が

盛 二増殖 シ、 肺 胞 組 織 ガ著 シ ク減少 シ、代 償 性 二登 生

シタ モ ノデ アルレ。右 側 ノ部 分 氣 胸 が完 全 氣 胸 二攣 化 ン

タ ノ ハ、 右 下 葉 ノ結 核 性 空 洞 ノ穿 孔 ニ ヨルレモ ノデ ア

ルレ。 肺 結 核 症 ハニ 次 的病 疾 ト考 ヘ ラルレ。

夫 デ結 核 撲 滅 及 ビ工 場 衛 生 ノ立 場 カ ラ、硅 酸 含 有 材料

ヲ取 扱 フ工 場 デ ハ、休 業 ンタ職 工 ニ ハ結 核 症 二封 ス ルレ

槍 査 ヲ爲 ン、.叉工 場 内 デ 働 イ テルレ職 工 ニ ハ、 定期 的 二
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結核 相 談 所 ノカ ヲ籍 リテ 検 査 ス ルレコ トガ必 要 デ アルレ。

(中 田抄)

肺 硅 素 沈 著 症 二就 ケ ル 自然 氣 胸

AlfredHofbaner:SpontanpneumothoraxbeiLung・

ensilikose.

病 氣 其 モ ノ ハ 中等 度 ノ硅 素 沈 著 症 デ ア ツ テ モ、自然 氣

胸 ナ ルレ併 獲 症 ヲ起 ス コ トニ ヨ リ、重 症 塵埃 沈 著 肺 疾 患

ト見 倣 ス ベ キ カバ 疑 問 ニ ナ ツ テ居 タ。此 疑 問 ノ解 答 ハ

硅 素 沈 著 症 ト 自然 氣 胸 トノ間 二 因 果 的關 係 ヲ認 ム ルレ

カ否 カニ存 ス ルレ。

著 者 ハ肺 硅 素 沈 著 症 二於 ケ ルレ自然 氣 胸 ノ3例 ヲ 報 告

ンテ ルレ(内2例 ハ他 人 ノ報 告 例)。 夫 ニ ヨルレ ト、硅 素 沈

著症 ノ自然 氣胸 二封 ス ルレ或 程 度 ノ素 因 ヲ認 メ テ ルレ。此

因果 關係 カ ラ シテ 硅 素 沈 著症 其 モ ノハ 重 キ病 氣 デ ハ

ナ イガ、重 症 塵埃 沈 著 肺疾 患 トナ ルレ性 質 ヲ持 ツ テ居 ルレ

ト云 ヘ ルレ。(中 田 抄)

氣 管 枝 援 張 ノ病 因

M.Kartagener:・ZurPathogenesederBronchiekta・

sien.

氣 管枝 振 張症 ノ嚢 病 が、大 多 数 ハ幼 若 ナ ルレ小 見 期 二起

ルレコ トニ就 テハ 意 見 ガー一致 シテルレが、其 獲 生 論 二就 テ

ハ未 ダ決定 ス ルレニ至 ラ ヌ。

Brauerハ 多 ク ・・小 見 期 二 於 ケ ルレ小 氣 管 枝 炎 及 ビ麻

疹 、流 行 性 感 冒、 百 日咳 等 二於 ケ ルレ氣 管 枝 肺 炎 二績 號

ス ルレトコ ロ ノ後 天 性 氣 管 枝 振 張 が、最 モ意 味 が ア ルレ ト

爲 シテ ルレ。 反 之Sauerbruchノ ・氣管 枝 ノ先 天 性 異 常

ト見 倣 シテ ルレ。

BrauerモSauerbruchモ 今 尚疾 病 器 管 丈 二就 テ、臨

肱 的及 ビ病 理 解 剖 的 二議 論 シテ ルレノデ ア ルレ。

著 者 ハ 夫 自膿 稀 有 二 見 ラ レルレ トコ ロ ノ 他 ノ 器 官及 ビ

全 個膿/先 天 的形 成 異 常 ト、氣 管枝 擾 張 が結 合 シテ ルレ

鍛 例 ヲ報告 ン、此 事 實 ガ 目下孚 鮎 トナ ソ テ 居 ルレ トコ ロ

ノ氣 管枝 披 張 ノ駿 生論 二 光 明 ヲ與 ヘ ルレモ ノ トシテ ルレ。

4例(女3、 男1)ヲ 報告 ン、'何 レニモ 内 臓輔 位、 氣 管

枝 振 張及 ビ息 肉登 生 ノ三 幅 封 ヲ認 メ タ。内 臓輔 位 ハ 全

例 二於 テX線 及 ビ剖 検 ニ ヨ リ確 詮 サ レタ。其 内1例 二

ハ剖 検 デ肺 葉 醗 輔 ガ見 出 サ レタ。

氣 管 枚 披 張 ノ範 園 ハ、各 々 ノ例 ニ ヨツ テ異 ツ テ ルレが、

1例 二於 テ ハ全 肺 葉 が侵 サ レ、特 二左 中葉(蜂 案 状 肺)

二於 テ高 度 デ ア ッ タ。他 ノ3例 デ ハ1個 ノ肺 葉 二限 プ

レ〆テタ。

全 例 二鼻 及 ビ副腔 ノ 息 肉 獲 生 ガ同時 二 存 在 シテ タ事

ハ 注 目 二債 ス ルレ。爾 氣管枝 振 張 ト上顎 賓 炎 トノ同 時 存

在 ハ恐 ラ ク同 一 ノ原 因 二團 シ、順 次 二成 立 シタ トコ ロ

ノ同 格 ノ疾 患 デ アルレコ トが最 モ ラ シ イ。

氣 管 枝 披 張 ガ先 天 性 疾 患 デ アルレ トノ考 ヲ、本 質 的 二支

持 ス ルレト コ ロ ノモ ノハ 、同時 二 内臓 輔 位 ガ存在 シ テ ルレ

事 デ ア ルレ。

故 二 内臓 轄 位 ト氣 管 枝 振 張 トノ結 合 二、更 二鼻 及 ビ副

鼻腔 ノ慢 性 炎衝 性 攣 化 が 加 バ レルレ特 有 ノ 三 症 候 群 が

度 々現 バ レルレコ トハ、内臓 韓 位 及 ビ氣 管 枝 振 張 共 モ ノ

ガ、稀 有 ナ ノレコ トヲ思 ヒ浮 ベ タ ナ ラバ、 此 偶 然 ナ ルレ所

見 ノ意義 二關 ス ルレ観 察 ・・債 値 ア ルレモ ノデ ア ルレト ン、是

等 ノ例 ニ ヨ リ氣 管 枝 振 張 ノ先 天 性 ヲ認 メ テ居 ルレ。

(中 田抄)

遺 留 空 氣 ノ測 定

A.J.Anthony:DieBestimmungderRisidualluft.

著 者 ノ用 ヒ タ方法 ・・水 素 混合 法 ノ方 式 二 則 ツ タ モ ノ

デ ア ルレ。 此 方 法 ハ 取 扱 ヒ簡 軍 デ 、肺 量 計 系 ハ空 氣 ト水

素 デ充 タ サ レテ ルレカ ラ、煩 ハ ンキ窒 素 排 除 ハ必 要 デナ

イ。

此 方 法 デ1年 間 二約2-3000ノ 測 定 ガ行 ハ レ・タ。肺 結

核 患 者 ノ場 合 ハー 般 二、一 様 ナ 呼吸 デ ア ツ テ差 が少 デ

ア ルレガ、 喘 息、氣 管 枝 炎、 肺 氣 腫 ノ患 者 デ ハ差 が大 キ

イ。(中 田抄)

今 昔 ノ治 療 所 二於 ケ ル開 性 結 核 患 者 ノ割 當

K.W.J6tten:DieEinweisungderOffentuberkul6.

senindieHeilst五ttenfrUherundjetzt.

現 今 ノ治 療 所 ハ 可 成廣 範 園 二 開性 結 核 患 者及 ビ重 症

患 者 隔 離 二用 ヒ ラ レ、i新患 者 及 ビ輕 症 患 者 ハ 飴1程少 ナ

イコ トガ昔 ト本 質 的 二異 ナ ルレトコ ロデ アルレ。(中 田 抄)

ZeitschriftfUrTuberkuloseBd.64,H.6,1932.

RobertKoch卜 結 核 防 止 　
F.A.Weber:RobertKochunddieBekampfung

derTuberkulose.

Kochノ ・1876年Wollsteinノ 地 方衛 生技 師 トナ ツ テ

以 來 、細 菌學 ノ研 究 二從 事 シ、創 傷 ノ感 染 ヲ起 ス細 薗 、

脾 晩 疽 芽 胞 ヲ登 見 シタ。
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1880年 帝 國 術 生 局 二招 カ レテ、 消 毒 方 法 二關 ス ルレ仕

事 二從 事 シタ。 ソ ノ後 、 氏 ハ、結 核 ノ病 原 薗及 ソ ノ染

色 蛇 二培 養 法 ノ研 究 ヲ進 メ タ結 果 、2年 間 ノ絶 エ ザ ルレ

努 力 ノ賜 ト シテ途 二1882年 二氏 ノ畢 生 ノー 大 事 績 タ

ルレ所 ノ結核 薗 ノ登 見 二成 功 ン、 コ レ ヲ同年3月24日

二獲 表 シテ多 数 ノ實 験 例 ニ ヨツ テ コ レ ヲ立詮 シタ。

彼 ハ、結 核 ヲ防止 ス ルレ上 二於 テ、 何 等 ノ專 門 的 知 識 ナ

ク ンテ之 二當 ルレ事 ノ危 瞼 ナ ルレ事 ヲ設 キ、 同 時 二「コ レ

ラ」及 ビ 「ペ ス ト」二i野 ンテモ 、 同 様 ノ注 意 ヲ喚 起 セ シ

メ タ。

Kochノ 種 々ナ ルレ蛮 見 ・・、 傳 染 病 ノ防 禦 ト云 フ事 ニ ツ

イテ軍 二研 究 的 方 面 バ カ リデ ナ ク、叉實 地 ノ方面 ニ モ

幾 多 ソ数 績 ヲ残 シタ。

1890年4月4日 ベ ルレリ ン ノ第10回 國際 留 學 會 議 二於

テ彼 ハ 「細 菌 學 ノ獲 達 二就 イ テ」 ト云 フー大 講 演 ヲ ン

テ ヰ ルレ。 卸 チ彼 ハ結 核 菌 ヲ登 見 シタ ケ レ ドモ、未 グ何

力或 事 項 ガ残 ツテ オルレ標 二思 バ レルレト述 べ、ソ ノ或 ルレ

事 項 ナ ルレモノニ ツ イ テ追 究 ヲ進 メタ結 果 、彼 ハ途 二 「ツ

ベ ルレク リン」駿 見 二到 達 シタ ノデ ア ルレ。

Kochノ ・共 後 モ倦 ム事 ナ ク、熱 心 二種 々研 究 ヲ進 メ 「ツ

ベ ルレク リ ン」ノ改 善 二力 ヲ注 イ ダ。 ソ ノ結 果 、 彼 ハ其

後 「TA」 「TO」 「TR」1・ 云 フ様 ナ全 〃新 シイ 「ツ ベ ルレク

リ ン」ヲ作 リ出 シタ。

Behring・ ・Kochノ 獲 見 シタ ウチ デ最 モ偉 大 ナ モ ノ

ハ 「ツ ペ ルレク リ ソ」 ノ號 見 デ ア ルレ ト言 フ モ過 言 デ ナ イ

ト述 ベ テ キ ルレ。 帥 チ之 無 ク シ テハ 、過 敏 性 ト免 疫 ノ問

題 蛇 二特 異療 法 ニツ イテ 論 ズ ルレ事 が 出 來 ナ イ ト言 ツ

テ ヰ ルレ。

「ソ ベ ルレク リ ン」二封 ス ルレ斯 カルレ讃 露 ガ 尚 ソ ノ他 ノ多

少 ノ讐 師 殊 二小 見 科 留 ニ ヨツ テ稽 ヘ ラ レテ イルレ。

著 名 ナ大 家 モ承 認 シタ様 二、コ ノ 「ツベ ルレク リン」・・、

磐 師 ニ ヨ ツテ、正 ン ク ソ ノ適 法 ガ定 メ ラ レ、 爾 、 ソ ノ

量 ヲ注 意 深 ク使 用 ンサ ヘ ス レ バ、相 當 二数 果 ノアルレモ

ノ デ アルレ ト述 べ テ ヰ ルレ。(矢 部 汝抄)

健 康 及病 的 所 見 時 ノ2枚 ノ レ ンkゲ ン 冥 眞_ヨ

ツ テ成 人 ノ肺 結 核 ノ初 期 ヲ確 定 ス ル事

H.Braeuning:EinigeFeststellungenUberden

BeginnderLungentuberkulosedesErwachsenen

anSerienvonR6ntgenphotographienvomnormalen

biszumkrankhaftenBefund

成 人 ノ肺 結 核 感 染 が 一 膿 何 時 起 ルレ モ ノ デ アルレカ ト云

フ事 ヲ到 然 ト知 リ度4ナ ラペ2枚 ノ レ ン トゲ ン爲 眞
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が ア リサ ヘ ス レバ解 ル。帥 チ結 核 感 染 前 ノ1枚 ノ爲 眞

ト後 ノ1枚 ハ 結 核 性 攣 化 が 現 ハ レテ カ ラ ノ1枚 トデ

ア ルレ。 ソ ンテ勿 論 、コ ノ雨 者 ノ撮 影 期 間 ガ短 ケ レバ短

イ程 正 確 二結 核 感 染 ノ最 初 ヲ知 ルレ事 ガ出來 ルレ。

コ ノ様 ニ シテ 、雨 者 ノ期 間 ニ ツ イ テ調 べ タ所 、19例 ノ

モ ノハ2朔 一12月 デ、 正 常 所 見 カ ラ、'病 的所 見 ノモ

ノニ攣 化 シタ。

雨 者 ノ期 間 ノ1年 以 上 ノモ ノ28例 ニ ツ イテ夫 々次 ノ

様 ナ結 果 ヲ得 タ。

1、 観 察 症 例 中17%・ ・肺 尖 部 ヨ リ42%・ ・肺 尖 外 ヨ リ

始 マ リ、 ソ ノ他 ハ獲 生肺 野不 明 デ ア ルレ。

2、 夫 等 ノ病 攣 ハ何 レモ軟 イ球 状 或 ハ 索 状 ノ形 ヲモ ッ

テ 初 マ ツ テ ヰ ルレ。

3、 硬 イ廃 状 叉 ノ・索 状 ノモ ノハ、 正 常 爲 眞像 ヲ呈 セ ルレ

時 ヨ リ少 ク トモ1年4ケ'月 後 ニ ア ラバ レルレ。

4、 正 常爲 眞 ヲ示 セ ルレ後4景 ケ 月 内 二直 径 約3cmノ 大

キサ ノ浸潤 ヲ起 シ タ ノヲ見 タ.

5、 正 常罵 翼 カ ラ:〉一一一8ケ 月 タ ッ テ 空 洞 ノ出來 タ モ ノ

ガ2名 アツ タ。

6、 健 康所 見 カ ラ 開 放 性 結 核 二攣 ルレマ デ ニ1年 カ カラ

ナ カツ タ モ ノ2名 ア リ(1例 ノ・8ケ 月1例 ハ10ケ 月)。

7、 正 常所 見 ヨ リ死 亡 二至 ルレ迄 ノ最 短 ハ2量 年 デ アルレ。

8、5--7二 示 セ ルレ時 日ハ 亭 均 値 ヨ リ少1。

猶 確 實 ナ ルレ成 績 二到 達 ス ルレタ メ ニ ハ 著 者 ノ 例 数 ハ甚

ダ少 イ、然 シ適 當 ナ ルレ症 例 ヲ集 メ ルレコ トハ非 常 二困難

デ アルレ、著 者 ノ用 キ タ力 法 ハ成 人結 核 駿 生 及 ビ其経 過

ノ遅 速 ヲ研 究 ス ルレニ 便 値 ア ルレモ ノデ 多 薮 ノ臨 抹 二於

テ斯 加 レ症 例 ヲ集 メ ラ レルレコ トヲ望 ム。

(矢 部 法 抄)

胸 廓 成 形 術 後 ノ治 癒 持 績 期 間 卜手 術 可能 問題

A.HeymerundW.Thaler:ZurFragederDauer・

heilungundOperabi}it5tnachThorakoplastik

著 者 ハ1例 ニ ソ イ テ観 察 シタ結 果 ヲ述 ベ テ キルレが、ソ

v二 依 ルレ ト、肺 結 核 患 者 二胸 廓成 形 術 ヲ行 ツ タ所 、10

年 間 治癒 ノ持 績 ス ルレノ ヲ見 タ。 ソ ノ後 、ソ ノ患 者 ハ 腎

臓 結 核 ノ爲 二腎 臓 摘 出 術 ヲ受 ケ タ が、何 等 ノ合 併 症 ヲ

起 ス事 ナ ク ソ レモ治 癒 シタ。ソ ンテ 目下 ソ ノ患 者 ハ働

イテ居 ルレ。(矢 部 法抄)

肺 及 ビ腎 ノLymphogranulomatose卜 肺 ノ空 洞

形 成

H.Lichtenstein:Kavern(nbildunginderLunge

beiatypischerpulmonalerundossalerLymphogran
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ulomatose.

Lymphogranulomノ 際 二、vン1・ ゲ ンニ ヨツ テ縦 隔 膜

ノ形 ヲ早 期 二知 リ、及 ビ非 典型 的 ナ所 存 ヲ知 ルレ ト云 フ

事 ノ、、非 常 二意 義 ア ルレ事 デ ァルレ。 卸 チ、 既 往 ノ親 察 ニ

ヨツ テ、臨 肱 的 蚊 ニ レ ン トゲ ン的 二肺 及 腰 底/Lym・

phogranulomatoseヲ 診 噺 ス ルレ事 力"出 來 ルレ カ ラ デ ア

ルレ。

不 規 則 二侵 蝕 サ レタ組 織 ニ ヨツ テ 作 ラ レタ 所 ノ空洞

ハ 、殆 ド恒 二慢 性 空 洞性 肺 結 核 ノ場 合 ニ ミ ラ レルレ。

肺結 核 力"アツ テ、 同所 二縦 隔 膜 ノLymphogranulom

ガ アルレ場 合 ニ ハ、何 カ ソ ノ2ツ ノ間 二 關係 が アルレラ ン

ク見 エ ルレ。 以 前 カ ラLymphogranulom二 強 イvン1・

ゲ ン ヲ照 射 ス ルレト、肺 病 竈 ヲ活 動 性 ニ ヌ ルレ ト云 ハ レテ

ヰ タ。

次 二、肺 ヲ組 織 學 的 二正 確 二検 査 ンテ、 ソ ノ上 デ結 核

デ ナ イ ト云 フ事 ヲ明 カ ニ ンナ ケ レバ ナ ラ ナ イ。

総 テ ノ肺疾 患 ハ組 織 學 的 ノ楡 査 ニ ヨ ツテLymphogr・

anulomノ 原 因 トナ ルレ事 が知 ラvタ..叉 空 洞 ガ肺 内/

Lymphogranulom破 壊 ニ ヨ ツ テ生 ズ ルレコ トガ ア ルレ。

頭 蓋 底 ノ解 剖 所 見 ・・側 方 頭 蓋 骨 撮 影 及u"Stenuer氏

願 纈 骨撮 影 ニ ニ ヨ リテ知 り得 タ ルレ破 壊 状 態 ト全 クー

致 セ リ。(矢 部 拡抄)

脾 臓 摘 出及 ビ網 状 織 内 皮細 胞 系 ノ 閉塞 ガ結 核 ノ

纒 過 二及 ボ ス影 響(動 物 實 験)

1.M.Subin:DerEinfluBderMilzexstirpationund

der,,Blockade"desreticulo・endothlialenSystems

aufdenVerlaufderTuberkulose(Experimentelle

Untersuchun9)

1、 家 兎 二脾 臓摘 出 ヲ行 ツタ所 が、 結 核 性 ノ病 攣 が増

悪 ス ル ノ ヲ認 メ タ.ソ ンテ 、ソ レハ 圭 ト シテ 滲 出性 ノ

病 攣iヲ招 來 ンタ。

2、 長 期 間少 量 ノ「コ ロdド 」溶 液 ヲ以 テ 閉 塞 ス ノレ時 ハ

結核 ノ経 過 が良 好 デ ア ツ タ、之 レハ オ ソ ラ ク網 状 織 内

皮細 胞 系 ノ活 動 性 ヲタ カメ ルレコ トニ ヨツ テ 結 核 ノ侵

害 ヲ制 限 シタ モ ノ ト思 バ レルレ。

最 後 二著 者 ・・、結 核 ノ場 合 二脾 臓 ガ細 菌 培 養 二封 シテ

濾 過 器 トナ ルレカ ドウ カ ト云 フ 事 二就 イテ 試 験 ヲ行 ツ

タ.シ カ シ、 ソノ結 果 ニ ツ イテ ハ、 今 ノ所 、ハ ツ キ リ
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ンタ意 見 モ ナ ク、 次 ノ機 會 ニ ユ ヅルレ1・述 べ テ居 ルレ。

(矢 部 砿 抄)

活 動性 空洞 性.肺 結 核 二封 スル 「ガ メ ラ ン」療 法 二

就 イテ

HausL6we:ErfahrungenmitderGamelanbehand・

lungaktiverkavern6serPhthisen.

「ガ メ ラ ン」療 法 ノ.経過 ニ ッ イ テ ハ、特 二著 シイ結 果 ハ

現 ハ レナ カソ タ.

正 常 膿 温 ニ ア ルレモ ノ2名 二 「カ"メラ ン」 ヲ注 射 ス ルレ

ト、ソ ノ後 デ、 極 ク輕 イ艦 温 上昇 が ア ツ タ が コ レハ直

二下 ガ ルレ性 質 ノ モ ノデ ア ツ タ.

1例 ハ 「ガ メ ラ ンJ療 法 中、徐 々二膿 温 上昇 ヲ示 シ、 ソ

レが持績 ス ルレヲ見 タ。

3例 ハ喀 疾 ノ量 ガま曾ン4z.シ カ シ コ ノ3例 ノ者 ハ 「が

メ ラ ン」ノタ メ ニ増悪 ンタ モ ノ カ將 叉 、 自然 二進 行 性

ノモ ノ トナ ッ タ カバ列 然 ン ナ イ。

総 膿 的 二言 ツ テ、「ガメ ラ ン」療 法 ニ ヨルレ刺 戟 作 用 ノ・、

僅 少 デ アルレ事 力解 ツ タ。

「ガメ ラ ン」療 法 ノ爲 力否 カバ解 ラナ イ ガ
、患 者 ハ、 極

ク僅 ノ膿 重 壇 加 が ア リ、活 動 性 結 核 ガ稽 く良 好 ニナ ルレ

ノヲ見 タ。8-10例 ノ モ ノノ・、理 學 的 所 見 二何 等 ノ攣

化 ヲ見 ナ カツ タ シ、ソ ノ他 ノ病 的現 象 モ何 等 著 シイ快

方 二韓 向 シナ カ ツ タ.(矢 部 拡 抄)

Neuberg-Klopstockノ 補 膿結 合 及 雁 ノ 経 験 二就

イテ

WernerHUnigen:ErfahrungenmitderKomplem・

entbindungsreaktionnachNeuberg-Klopstock.

Neuberg・Klopstockノ 補 禮 結 合反 慮 二・・、相 當 特 有 性

ヵ"アルレ。 シ ヵ シ、反 慮 ノ強 サ ハ マ ダ決 定 的 ノ モ ノ ト言

ヘ ナ イ。叉 反 磨 が陰性 ダ カ ラ ト云 ッ テ結核 デナ イ トハ

噺 言 出來 ナ イ。結 核 ワッセ ルレマ ソ氏 反 慮 ハ 感染 ノ期 間

ヲ表 ノ・ス モ ノデ モ ナ ク、叉病 氣 ノ種 類.廣 サ 及 ビ経 過

ヲホ ス モ ノ デ モ ナ イ。

反 鷹 ノ確 實 性 ニ ツ イ テ モ、絶 封 二確 實 トハ言 ヘ ナ イ。

シ ヵ シ、60%ノ モ ノ が陽性 ノ結 果 ヲ示 シテ オ ルレ。

爾、 著 者 ハ、 コ ノ他 ノ診 噺 方 法1・ シテ ハ、赤血 球 沈 降

反 鷹 ハ 、 非 常 ナ助 ケ ニ ナ ルレ ト述 ベ テ居 ルレ。(矢 部 法抄)
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ZeitschriftfarTuberkulose,Bd.65,H.5/6,1932.

小 見治 療 所 二於 ケ ル急 性 傳 染 病 、之 ガ結 核 二及 ボ

ス 影響 及 ビ之 ノ治 療 蛇 二豫 防

HansStarke:AkuteInfektionskrankheiteninKin-

derheilstatten,ihrEinHuBaufdieTuberkulose,ihr

TherapieundProphylaxe.

Preisich・SchUtZ氏 麻 疹 ノ結 核 患 者 二 及 ボ ス 作 用 ヲ見

ルレニ、 初 メTuberkulin陽 性 ノ見童 モ、麻 疹 ノ爲 二陰

性 ニ ナ ルレ事 が ア ルレカ ト報 告 シテ居 ルレが、著 者 ハ 之 二封

シ疑 ヲモ ツ。 著 者 ハ 過 去4年 牛 ノ間 二、結 核 感 染 見童

ニ シテ 、急 性 傳 染 病 二 患 レルレ者 ヲ観 察 シタ ル ニ、 最 モ

多 ク侵 サ ルレル ハ扁 桃 腺 炎 ニ テ12.4%アvド モ、 扁桃

腺 炎 ガ結 核 二悪 イ影 響 ヲ及 ボ ンタ トハ思 ハ レ ヌ。耳下

腺 炎 、狸 紅熱 、水 痘 後 二急 激 二悪 化 シタ例 ハ 多 ク アルレ。

流 行 性 感 冒 ニ ョツ テ悪 化 シタ者 ハ相 當 ニ ア リ、15%

ノ子 供 ハ感 冒 ノ爲 二病 勢 進 行 ンタ。

吾 人 ハ急 性 傳 染 病 ノ結 核 患 者 二 及 ボ ス 影響 ヲ大 艦2

ツ ニ分 チ得 ルレ。其1ツ ハ特 異 性 叉 ハ 非 特 異 性 二浸 潤 ノ

局 所 ヲ刺 戟 ス ルレ作 用 ト、他 ハ傳 染 病 ノ爲 二抵 抗 力 ノ減

退 ヲ來 ス モ ノデ 、爲 二粟粒 結 核 ヤ 朧膜 炎 等 ヲ起 ス。 故

二高 熱 ノ見 童 ・・治 療 所 二入 レタ ガ良1。Dyphtherie

薗 ノ保 有 者 ヲ入 レ タ爲 二多 数 ノ患 者 ヲ 出 シ タ 例 が ア

ルレ故 、 扁 桃 腺 炎 ヤ扁 桃 腺 肥 大 ノア ルレ患 者 ハ、之 ヲ除 去

シテ後 牧容 ス ベ キデ ア ルレ。子 供 ノ治 療所 ニハ 隔 離 室 ハ

當然 必 要 デ アルレ。治 療所 二於 テハ 毎 日3同 宛 明 響 水 デ

含 漱 サ セ テ、口腔 ヲ清浄 ニス ルレ等 、 凡 テ ノ術 生設 備 ヲ

完 全 ニス ベ キ デ アルレ。(三 帥 抄)

結 核 二脅 カ サ レツ 、 アル乳 見 ノ運 命

J.Peiser:DasSchicksaltuberkulosebedrohter

S乞uglinge.

著 者 ハ1930-1931年 ノ 間 二27人 ノ 結 核 死 亡 乳 見 二

就 テ 見 タ ルレニ、 共 ノ 内7人(25.9%)ハ 傳染 關 係不 明

ナ ルレモ、 他 ノ20人 ハ 皆家 族 中 二結 核 患 者 ノ アルレ者 デ

ア ルレ。

一 般 二結 核 患 者 ノ 家 族 中 ニテ 育 テ ラ レルレ乳 見 デ結 核

デ 死 亡 ス ルレ数 ・・近 年 非 常 二減 少 ンテ6-7%ト サ レテ

居 ルレ。是 等 乳 見 ノ経 過 ハ感 染 ノ時 期、感 染 ノ範 園 、再 感

染 ノ程 度 二關 係 シ、結 核 患 者 ヨ リノ感 染 ヲ防 グ ニ最 モ

留 意 ス ベ キハ喀 燦 ヲ嚴 重 威理 ス ルレ事 ナ リ。結 核 患 者ノ

家 族 中 二育 テ ラ レテ モ、幼 見 ガ三 歳 以 上 ニ ナ レバ、 危

瞼 ハ急 二少 ナ クナ ルレ。之 ガ更 二學 齢 期 二入 レバ猶 更 少

ナ ク ナ リ、 普 通 ノ境 遇 ニ ア ルレ同年 ノ 見 童 ト選 プ所 ナ

シ。 此 ノ事 實 ハ學 齢 期 ニ ナ ツテ 、膿 ノ登 育 が普 通 ノ境

遇 ニ アルレ見 童 ト 同様 二獲 育 ンタ ト云 フ ノ ミデ ハ ナ ク、

先 天 的 抵 抗 が少 ンデ モ弧 カ ニ ナ ツ タ カ、又 ハ後 天 的 免

疫 が多 少 獲 生 ン タ カ ニ ヨ ルレモ ノナ ラ ン。以 上 事 實 ヨ リ

考 ヘ テ乳 見 ハ結 核 二封 ンテ大 イ ニ 保 護 ス ベ キ デ ァ ルレ。

(三 紳 抄)

Helsingfors(Finnland)二 於 ケ ル過 去120年 間 特

二流 行 病 トシテ ル結 核 二就 テ

Hj.S6derstr6m:DieTuberkuloseinHelsingforsim

Laufederletzten120JahreepidemiologischeStadie.

過 去120年 間 二於 テ ハ1850年 頃 ノ結 核 ノ死 亡 卒 が非

常 二多 ク、共 後 多少 ノ清 長 ハ ア レ ドモ、 漸 次減 少 ノー

途 ヲタ ドリツ ・ア リ、之 ハ文 明 ノ進 歩 ト肚 會 衛 生 ノ號

達 ト結 核 豫 防 ノ強 化 ニ ヨルレモ ノ ナ ラ ン。(三 紳 抄)

胸 腔 内 二護 生 セ ル紳 経 繊 維 腫

R.Griesbach:IntrathrakalesGang】ioneurom

著 者 ハ1920年 生 レ11歳 ノ小 學 校4年 女 生 徒 ヲ禮 格 検

査 ンテ、左 側 上 方 二強 イ濁 音 ア リ、 呼 吸音 全 ク消 失 ス

ルレモ、 何 等訴 ヘ ナ キ ヲ猶 見 シ。BerlinCharit6klinik

ニ テ手 術 ンタ ルレニ縦 隔 膜 カ ラ柄 ヲ出 シテ、胸 腔 ノ上 牛

部 二振 レルレ腫 瘍 デ(15×7×9)、i顯 微鏡 的 ニノ・紳 経 繊 繊

腫 ニ テ、 手 術 後 ハ全 ク健 康 ニ ナ レ リ。(三 紳)

肺 ノー 側 萎 縮 及 ビ崎 形(外 傷 性 肺 膿 萎 縮)

HansBlume:EinseitigeLungenschrumpfungenund

LungenmiBbildungen.EinFallvontraumatischer

Lungenatrophie.

33歳 ノ男 子 、8歳 ノ折荷 車 ヨ リ落 チ テ車 輪 二歴 潰 サ

ン、 唯3日 丈 血 疾 ヲ出 シタ外 圭 訴 ナ ク、大 戦 ニモ参 加

セ リ、最 近 漸 次 左胸 部 ノ萎 縮 ヲ來 シ肺 結 核 ト診 噺 サ レ

タ リ ト云 フ。之 二人 工 氣胸 術 ヲ行 ヒ タ ルレニ何 等 他 二認

ム ベ キ モ ノナ ク、 唯 左 肺 ノ 萎 縮 ノ爲 ナ ルレ事 明 トナ レ

リ。(三 耐 抄)

結 核 ノ肺 韓 位 、 其 ノ経 路蛇 二性 質

HermannRubinstein:Dietuberku16senLungenme・

tastase,ihreVerbreitungswegeundihreNatUr.

肺 臓 二結 核 ノ振 が ルレ経 路 ヤ、1ツ ノ病 竈 ヨ リ同側 叉 ハ

他 側 ノ健 康 ノ部 位 二鵜 位 ス ルレ経 路 二就 テ ハ、今 迄 二i欠

ノ2標 ノ見様 が アルレ、 其 ノ1ツ ハ肺 臓 ノ 解 剖 學 的構

造 、呼 吸 ノ生 理 、 病 理 、 咳 漱 共 他 ニ ヨ ツ テ割 合 二規 則



第9號 】 抄

正 ンイ道 ヲ トルレ ト考 ヘ ルレノ ト、他 ハ叉 別 ノ規 律 二從 フ

トス ルレモ ノデ 共 ノ第1ハ 小 サ ナ 軟 カナ 滲 出型 状 ヲ來

ス モ ノ ト、 第2ハ 圓 形 ノ無 造 構 状 ヲ 現 ハ ス モ ノデ ア

ルレ。 著 者 ノ考 ヘ デノ・、 先 ヅ第1二 ・・Leschke氏 等/

考 ヘ ルレ様 二 肺 尖 氣 管 枝 加 答 見 ノ ミヨ リ 來 ルレ トハ 思 ハ

vタ ン、 叉 第2ニ ハFechter氏 等/考 ヘ テ ルレ標 二血

行 的 ニ ノ ミ起 ルレ トモ思 ハ レヌ。凡 テ ノ浸 潤 ハ常 二形 態

的 二輩 一 ノ歩 調 ヲ トルレモ ノ ニ非 ズ シ テ、種 々ノ形 二生

ズ ルレモ ノデ、浸 潤 ノ臨 林 的成 因及 ビ経 過 ハ 種 々ア リ。

結 局 ヤ ・・リLeschke氏 ノBroncheendogeneノ モ ノ

モ、 叉Fechter氏 ノHaematogeneノ モ ノ モ 日常 見

得 ルレナ リ。(三 紳 抄)

出血 性 肺 嚢 腫

A.Kenner:BlutendeLungencyste.

何 等 ノ苦 痛 ナ キ モ、 唯 血 疾 ヲ 出 ス20歳 ノ 女 ニテ、

R6ntgenニ テ ハ右 肺 ノ 中央 部 二 直径4糎 位 ノ 空洞 ヲ

有 ス ルレ、肺 嚢 腫 患 者 二就 テ ノ報 告 ニ テ、結 局 手術 モ骨

ゼ ズ、 顯 微 鏡 的 ニモ診 断 ヲ確 メ得 ザ リン ト云 フ。

(三 紳 抄)

人 工 氣 胸 ニ ヨ リ生 ゼル 特獲 性 自然 氣 胸

RichardMayer:Spontanpneumothraxbeiartifiziellem

Pneumothrax.

人工 氣 胸 ヲ行 ツ タ爲 二 特 登 性 自然 氣 胸 ヲ 來 ス 事 ハ ア

ルレ、而 モ施 行 ノ日 二起 ス事 モ ア リ、 叉 人 工 氣 胸 ヲ繰 リ

返 ヘ ス経 過 中 二起 ス事 モア ルレ。 臨 抹上 及 ビR6ntgen

像 ニ ヨツ テ氣 胸 ノ終塵 二注 意 ス ベ キデ アルレ。人 工 氣 胸

ニ コルレ自然 氣 胸 ハ施 行 中 二 肺 ヲ 損 傷 ス ルレ爲 二來 ルレ事

ガ最 モ多 ク、叉 繰 リ返 ヘ シテ ルレ中 二起 ス モ ノニハ肋 膜

癒 著 ヲ剥 離 ス ルレ爲 ノ モ ノ多 ン、故 二之 ハ肺 氣 腫 、 嚢 胞

ヲ有 ス ルレ患 者 二往 々ア リ。 治療 ト ンテ ハ、唯 空 氣 ヲ吸

引 ス ルレ他 術 ナ ン。(三 神 抄)

興 味 アル特 幾 性 自然 氣 胸 例

MarieKeresztes:InteressanteFallevonSpontan・

pneumothrax.

自然 氣胸 ノ大 部 分 ハ結 核 性 ノ モ ノ デ.極 メ テ少 数 例 が

眞 ノ特 號性 ノ モ ノ デ ア ルレ、而 モ此 ノ大 部 分 ハ外 傷 性 デ

ア ルレ。著=者 ハ人 工 氣 胸 ヨ リ起 レルレ興 味 アルレ2例 ヲ報 告

セ リ。即 チ2例 トモ解 剖 ノ結 果 肺 臓 ノ表 面 ガ多 数 ノ氣

腫 二攣 化 シ、3ケ 所 二時 期 ヲ異 ニ ンタ傷 ア リ、 人 工氣

胸 ノ結 果 、表 在 性 ノ氣 腫 ガ大 キ ク ナ ツ テ、 癒 著 ノ損 傷

ヤ、空洞 ノ穿 孔 ト同檬 二穿 孔 ン易 ク ナ ツ タ モ ノ ト考 ヘ

ルレ。(三 紳 抄)

録 739

立 睡 的 胸 廓R6ntgen像 ノ簡 軍 ナ ル組 立 法

ErichZimmeli:EineeinfacheHerstellungstereosk

opischerThraxbilder.

一 呼 吸 ノ 中 二立 膿 像 ヲ2ツ トモ振 ルレ事 ・・出 來 ヌ、故 二

患 者 ヲ或 ノレ姿 勢 二 固定 ンテ2枚 撮 ルレ間 ニー 定 時 間 ヲ

置 ク要 ア リ、著 者 ノ経 験 ニ ヨ リ最 モ良 イ ト思 ハ ルレ ・ハ

坐 位 ヲ1・ラ シメ テKasettノ 前 へ 輕 ク固 定 ス ルレ法 ナ

リ。 叉 撮 影 ハ可 成 薄 メ ニス ルレ事 ナ リ。(三 帥 抄)

皮 虐 徽 毒 卜狼 瘡 トノ鑑 別 診 断

W.Deutschmann:ZurDifferentialdiagnosezwischen

HautluesundLupus.

狼 瘡 特 有 ノ結 節 ヲ有 シ、切 片 ハ顯 微 鏡 上狼 瘡 ノ像 ヲナ

セ ルレモ ノ ニS.G.H.食 餌 、 太 陽燈 照 射 ヲナ ス1・共 二、

血 液 ノ2氏 反磨 陽性 ナ リ シ故K・Jod1・Neosalvarsan

ヲ用 ヒ タルレニ、 僅 二6-9週 間 ノ後 二治 癒 シタ ルレ1例

二就 テ考 ヘ ルレニ、何 ウモ食 餌 ヤ光 線療 法 ノ敷 二 詞 レモ

ノデ ナ ク テ、K・JodヤNeosalvarsanノ 特 殊 療 法 ノ爲

二病 勢 が衰 ヘ タ ト ンカ考 ヘ ラ レヌ。(三 紳 抄)

Schroeder氏 「ワ ク チ ン」療 法 ノ長 期 観 察

H.Deist:DauerergebnissebeiBehandlungmit

SchroederscherVakzine.

Schroeder氏 ハ彼 ノ提 唱 ス ルレ 「ワ ク チ ン」ハ豫 防上 ノ

ミナ ラズ、治 療 ニモ数 ア リ ト云 フ。 著 者 ハ最 近5ケ 年

間 二空 洞 ヲ有 ス'レ20例 ノ結 核 患 者 二永 績 的 二用 ヒタ

ルレニ5例 ハ臨 抹 上 殆 ン ド治 癒 シ3例 ハ輕 快 セ リ、結 局

人 工 氣 胸 其 他 治 療 ノ行 ハ レナ イ 患 者 ニハ ー 磨 用 フ ペ

キ デ ァ ルレ。(三 紳抄)

骨 蛇 二 關 節結 核 ノThanatophthisin療 法

K.Kuss:BehandlungvonKnochen-undGelenktu-

berkulosenmitThanatophthisin(H.C.P.)

9人 ノ結 核 患 者 二空 氣浴 、日光浴 、 海 水 浴 、 減 唖 食 等

ノー 般 的療 法 ヲ併 用 ン ツ ・Thanatophthisinヲ 使 用

ンタルレニ、 何 レ モ結 果 ハ 悪 ン。

夫v故 二Thanatophthisin・ ・骨 ノ 關 節 結 核 二・・何 等

敷 果 ナ ク、 特 殊 作 用 ハ認 メ得 ヌ。(三 紳 抄)

Hannover市 學 童 保 護 結 核 研 究 所 五 學 期 間 ノ仕

事

K.Riemer:FUnfDemesterT乞tigkeitderTuberku-

10seuntersuchungsstellederStudentenhilfeHannov・

ere.V.

1929年 冬 ヨ リ2ケ 年 牛 二渉 ツ テ學 童18S6人 ノ膿 格 検

査 ヲセ ルレニ0.42%即 チ48人 ノ 開 放 性 結 核 ヲ 獲 見 セ
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リ。 之 ・・今 迄 ノ報 告0.35%ヨ リ増 加 シテ居 ルレ。 此 ノ

患 者 ハ圭 訴 全 ク ナ ク、 検 査迄 讐 者 二 診 テ 貰 ハ ナ カ ツ

タ。 冬 ノ學 期 二診 タ健 康 者294人 ノ中 次 ノ學 期 二肋

膜 炎 二罹 レルレ者 モ ア ツ タ ガ、特 二4人 ハ肺 結 核 ノ疑 ヒ

充 分 ニ ア ツ タ。(三 瀞 抄)

肺 結 核 ノ石 茨 吸 入 療 法

HarrySchmitz:ErfahrungenmitKalkinhalationst.

herapiebeiLungentUberkul6sen.

108人 二就 テSchwefe1-Kalkverbindungノ 吸 入療 法

ノ追 試 ヲナ ンタ ルレニ特 別 ノ結 果 ハ認 メ得 ヌ、叉 適 磨 型

ヲモ 見 出 セ ヌ、 此 ノ療 法 ノ不 適 當 ナ事 ハ、患 者 ノ咽 喉

及 ビ氣 管 ヲ刺 戟 シテ咳 漱 ヲ堆 シ、途 ニハ喀 血 ヲ來 ス事

モ アルレ。(三 帥 抄)

TheAmericanReviewofTuberculosisVol.XXVIII.No.1.Julv.1933. ♂

肺 結 核 二於 ケ ル膨脹 不 全 ノ重 要 性

Pol.N.Coryllos.TheImportanceofAtelectasisill

PulmonaryTuberculosis.ItsRelationtoFibrosis

andtothePathogenesisandHealingofTuberculous

Cavities.

肺 ノ膨 脹 不 全 ハ 肺 結 核 一 時 折 出 來 ルレモ ノ デ ハナ ク恒

二起 ルレ合 併 症 デ ア ルレ。之 ハ結 核 ノ場 合 ニ ハ 氣 管枝 竈 ニ

ョ リ氣 管枝 腔 ノ 狭 窄 及 閉 塞 ヲ 起 ス モ ノデ アソ テ 完全

ナ ル 氣 管枝 閉 塞 ハ 膨 脹不 全 ヲ招 來 ス ルレ。片路 辮 ノ工 程

ニ ヨルレ部 分 的 閉 塞 ハ 汎 獲性 叉 ハ 部 分 的大 嚢 胞 性 ノ氣

腫 ヲ起 シ圓 形 騎 ハ ア ルレ例 デ ハ 間質 性 葉 間性 叉 ハ 肋 膜

下 大 嚢胞 性 氣 腫 ニ ヨルレモ ノ デ ア ラ ウ。結 核 性 空 洞 ハ外

界 ト交 通 シテ 居 ルレ間 ハ萎 縮 シナ イ、若 シ共 交 通 ガ絶 タ

レタ 時 初 メ テ空 洞 内/空 氣 ハ 吸 取 サ レテ 萎 縮 ス ルレニ

至 ルレ。然 ラ ザ ルレ限 リ空 洞 壁 ハ侵 ス ベ カ ラザ ルレ程 ノ抵 抗

ヲ呈 ス ルレ。帥 空 洞 ノ萎 縮 ハ其 壁 ガ彊 力 性 叉 ハ硬 直 デ ァ

ル ヨ リハ外 界 ヘ ノ道 が開 放 シテ 居 ルレ カ 閉 ヂ ラ レ・テ居

ル カ ト云 フ コ トが重 要 デ ア ルレ。外 科 的 萎 縮療 法 ハ空 洞

ガ外 界 ト交 通 ンテ居 ルレ氣 管枝 ノ 閉 塞 ヲナ ス モ ノデ 軍

二空 洞 壁 ヲ座 迫 ス ルレノ ミデ ハナ イ。空 洞 ガ 自然 二治 癒

ヌ ルレノハ之 二通 ズ ルレ氣 管 枝 が 自然 二 閉 塞 ス ルレタ メデ

ア ルレ。 空 洞 ノ治 療 ハコ ノ理 論 二基 ク ベ キ事 ヲ 示 唆 ス

ルレ。空 洞 ニ ハ庭 球 用 「ラケ ッ ト」型 がア ルレ。 空 洞 ノ萎 縮

及 酸 素 ノ喪 失 ハ 酸素 鉄 乏 ノ状 ヲ 作 リ之 が 抗 酸 性 菌 が

培 殖 スルレコ ト ヲ 得 ザ ラ シメ ルレモ ノデ 叉 萎 縮 療 法 ニ ヨ

ッ テ結 核 ノ治 癒 ス ルレ理 論 デ モ ア ルレダ ラ ウ。(寺 尾 抄)

結 核 性 腹 膜 炎

CharlesT.01cottandDomenicoPaccione,Tuber-

culousPeritonitis.

109例 ノ結 核 性 腹 膜 炎 ヲ 研 究 シタ ガ 内90例 ・・臨 林 例

デ19例 ・・剖 楡 例 デ アルレ。 臨 林 例18例 中他 二 病 竈 ガ

ナ カツ タ ガ此 中13例 ヲ引 績 キ調 ベ タ トコ ロ ニ ヨルレト

7例 ・・1年 以 上5例 ハ1年 以 下 生 存 ン1例 ・・死 亡 ン

タ.臨 躰 的 二合 併 症 ノナ イ結 核 性 腹 膜 炎 ノ女11名 ノ

亭 均 年 齢 ハ15.2年 デ男7例 ノハ17.7年 デ アツ タ。全

盟 ノ中 デ70人 ノ女 ノ干 均年 齢 ・・23.1年 デ39例 ノ男

ハ30.1年 デ ア ツ タ。 臨 肱例 ノ73.8%・ ・女 デ剖 楡 デ

ハ男 ニ ヨ リ高 イ。結 核 性 腹 膜 炎 ノ 臨鉢 例 ハ伊 太 利 人 及

America生 レ伊 太 利 人 名 ノ者 ガ大 多 激 デ 多 ク ハ女 性

デ ア ッ タ。

NewYorkHospitalデ ・・結 核 性 腹 膜 炎 ・・確 二減 少 ン

ツ ・アルレ。爾70人 ノ女 中33人 ・)salpingesノ 結 核 ヲ

見 腸 ノ ・・109例 中41例 デ アルレ。 疎1夙管 ・・腹 膜 カ ラニ

次 的 二侵 サ レルレノが 多 イ。尚 北 米 合 衆 國 ノ統 計 ヲ見 ルレ

ニ腸 及 腹 膜 結 核 ハ 凡 テ ノ年 齢 二於 テ 他 ノ 凡 テ ノ結 核

;リ モ2%多1 。(寺 尾 抄)

實 験 的 肺 結 核 ノ組 織 病 理 學 上 二 於 ケ ル 微 生 物 ノ

毒 力 ノ鼓 果

E.M.MedlarandK.T.Sasano.TheEffectsof

VirulenceofMicroorganismontheHistopathology

ofExperimentalPulmonaryTuberculosis.Asobser・

vedinNormalRabbitsInjectedIntraveneouslywi(h

TubercleBacilliofHiphandofLowVirulence .

結 核 菌 ノ同 一株 ヲ高度 ノ毒 力 及 低 度 ノ 毒 力 ノ状 ニ オ

キ 共組 織 病 理 學 的比 較 ヲ行 ツ タ。毒 力 ア ルレ薗 デ ・・中性

嗜 好 細 胞 力'優 リ正常 ノnOnallergiC家 兎 二 ・・急 性 炎性

反 晦 ヲ見 タ。病 原 性 ノ弱 イ薗 ハ 輩細 胞 及 淋 巴 球 ヲ壇加

セ シメ慢 性 型 ノ炎 性 反 雁iヲ 呈 ス ルレ。 正 常 ナnonaller-

gic家 兎 ハ膿 瘍 、乾 酪 化及 空洞 化 ハ高 度 ノ毒 力 アルレ菌

ヲ接 種 ンタ動 物 膿 内 二起 ルレノ ヲ原 則 トス ルレ。然 ルレニ結

節 ニ ア ルレ巨 大 細 胞 、淋 巴球 浸 潤 及 繊 維 化 ハ低 度 ノ毒 力

アルレ菌 ヲ接 種 ンタ動 物 禮 内 二優 ツ テ居 ルレ。本 來 ノ結 節

ハ 退 行 治癒 竈 デ アルレ。allergicノ 動 物 二有 毒 菌 感 染 ヲ

起 シタ モ ノ カ叉 ハnOnallergiC動 物 二非 毒 性薗 感染 ヲ
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起 シタ モ ノニ斯 ノ如 キ モ ノ ヲ見 付 ケ ラ レルレ。初 感 染 ト

再 感 染 ノ病 理 學 間 ノ現 今 ノ匪 別 ハ列 然 ンナ イ。何 トナ

レ・バ毒 力 ノ都 合 及 感 染 菌 ノ 量 ハ 正 ジク 考 慮 サ レテ居

ナ ィ。同様 ナ ルレ批 判 ハ小 見 型 及 成 人 型 結 核 ノ間 ノ匠 別

ニ モ正 ンク行 ハ ルレベ キ デ ア ラ ウ。(寺 尾 抄)

肺痩 ノ 自然 史研 究

EliGrimesStudiesintheNaturalHistoryofPht.

hisis.

10家 族 ノ結 核 家 系 調 査 ヲ 行 ツ タ モ ノデ 結 核 ノ衰 減 ト

免疫 學 的研 究 ヲ行 ツ タ モ ノ デ ア ルレ。結 核 ガ多 敷 二 出 タ

ト云 フ ノハ特 獲性 デ 其 内 ニ ハ 多 鍛 感 染 ヤ 盟 質 的 條 件

ハ獲 見 デ キ ナ カツ タ。一 結 核 家族 デ ハ免 疫 機 構 が次 第

二若 年 者 ヲ保 護 ス ルレタ メ ニ 敷 代 ニ シテ 結 核 家 族 デナ

クナ ツ タ。

卸 獲病 ハ晩 年 ニ ナ ツ テ 起 ル タ メ ニ小 見 ヲ 侵 ス コ トガ

ナ ク ナ ルレ。カク シテ 途 ニ ハ結 核 ハ家 族 カ ラ清 失 ヌ ルレノ

デ アルレが、然 ン別 ノ結 核 家 族 ガ特 獲 性 患 者/タ メ ニ常

二作 ラ レルレコ トニ ナ ルレ。結 核 がモ シ征服 サ レルレモ ノナ

ラバ特 獲 例 ノ傳 染 源 ハ必 ズ決 定 デ キ ル デ ア ラ ウ。或 例

デ ハ母 ガ共 子 孫 二膣 倒 的 二 感 染 セ ンメ ルレン 他 ノ例 デ

ハ母 ハ高 度 ノ免 疫 性 ヲ傳 ヘ ルレ。此 相 違 ハ何 二依 ルレカ ト

云 フ ニ肺 結 核 ト云 フ モ ノハ 早 期 二小 見期 ノ感 染 ニ ョ

リ條 件 付 ケ ラ レルレ ノデ ア ルレが 斯 ノ 如 キ 感 染 ・・凡 テー

般 的 デ アルレカ ラ他 ノ要素 ガナ ク テハ ナ ラ ヌ モ ノ ダ、是

等 ノ生 物 化 學 的性 質 ノ 確 實 ナ トコ ロバ未 定 デ ア ルレ。

現 今 ハ吾 人 ハ斯 ノ如 キ朦 朧 タ ルレ記 載 ヲ貧 困 、非 術 生 條

件 、生 活 上 ノ不 囁 生 、傳 染 等 トス ルレ。 然 シ是 等 ノ條 件

ヲ決 定 ン叉 ハ説 明 ス ルレコ トハ シナ イ。肺 結 核 ガ登 病 ス

ル ニハ三 ツ ノ可 能 性 ガ アルレモ ノダ。帥(1)適 合 、(2)

傳染 、(3)共 通 ノ賦 活 性 條 件 ガ之 デ アル。 傳 染 ハ過 重

覗 サ レテ居 リ共 通 ナ 賦 活 性 條 件 ハ 十 分 ニハ 考 ヘ ラ レ

テ居 ナ イ。生 物 學 的現 象 トンテ肺 瘍 ハ 凡 ユ ルレ場 合 二 同

一 ノ刺 戟 ヲ必 要 ト ンテ居 ルレ
。内部 的 デ モ外 部 的 デ モ活

動 性 トナ ルレ多 藪 ノ要 約 ノ中 デ 或 要 約 一 ツ ハ 凡 テ ニ共

疽 ンテ居 ル ノデ アルレが夫 ハ未 定 トナ ツ テ居 ルレ。

(寺 尾 抄)

看 護醤 學校 生 ノ胸 部 結 核 竈 ノ型

」.ArthurMeyers.TypesofTuberculousLesions

FoundintheChestsofStudentsofNursingand

Medicine.

看 護 讐學 校 ノ學 生及 最 近 卒業 シタ ルレ者 ノ 結 核 罹 病 ハ

頗 ル高 卒 デ 保健 從 事 者 ヘ ハ 恐 ル ベ キ 脅威 ヲ 與 ヘ テ居
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ルレ。UniversityofMinnesotaノ 看 護 智 學 生 デ結 核 二

罹 ツ タ者 ヲ次 ノ三 群 二分 ケ テ調 査 ンタ。 第 一 群 、症状

ガ現 バ レル迄 ハ何 等結 核 感 染 ノ検 査 が シテ ナ イ、第 二

群 、 症 状 獲現 叉 ハ定 期 検 査 デ 決 定 ス ルレ前 二僅 二不 完

全 ナ ガ ラ検 査 ヲ受 ケ タ 者。 第 三 群 、獲病 前 二充 分槍 査

シテ ア ルレ者。1920年 乃 至1928年 間 二診 察 シ タ者 ハ殆

ン ド第 一 群 二隔 シテ 居 ルレノデ 結 核 ア ルレコ トガ 登 見 サ

レタ大 多 数 ハ可 ナ リ 進 行 ンタ叉 ハ 稽 ミ進 行 ン タ 病 期

ノ者 デ ア ツ タ が タ メ ニ 根 治 療 法 ヲ 受 ケ 叉 ハ 薗 撒 布

ヲ防 グ 機 會 ヲ 失 ッ タ 者達 デ ア ツ タ。1928年 以來 ハ

UniversityofMinesota二 入 學 ス ルレ時 二tuberculin

槍 査 ヲ實 施 シテ居 ルレ。爾 來 第 一 群 ハ減 少 シテ大 多撒 ハ

第 二 群 二隔 シテ居 ルレタ メ ニ 重 症 者/鍬 ・・次 第 二減 少

ンテ來 タ。Tuberculin槍 査 トX線 窮 眞検 査 トガ 根治

的 二慮 用 サ レテ來 タ ・メ ニ 現 在 診 断 ノ 付 イタ殆 ン ド

凡 テ ノ例 ハ第 三 群 二團 ス ルレ、サ レバ入 學 時膿 格 検 査 ノ

時 以 前 ノ・殆 ン ド重 症 患 者 がナ イ。 入 學 時tuberculin

検 査 が陰性 ダ ツ タ學 生 中allergyカ"初 メ テ 現 ハvル レ

ノヲ決 定 デ キ ルレ。叉 多 ク ノ例 デ ハ結 核 患 者 二曝 露 シタ

期 間 力"明ニ ナ ツ テ居 ル 。Tuberculin反 磨 ノ陽 性 ニ ナ

ルレコ トガ結 核 菌 侵 入 ヲ受 ケ タ最 初 ノ登 現 デ ア ルレ。此 現

象 ガ ア ッテ 轍 週 叉 ハ 敬 ケ月 後 二X爲 眞 二 所 見 が 現 バ

レルレ。結 核 ノ初 感 染 形 成 が肺 二限 局 シタ時 且X線 鳥 眞

二可覗 窮 ヲ作 ルレ程 二 大 トナ ツ タ時 ・・demonstrable

allergyト 陰 騎 出現 間 ノ時 間 ・・数 週.又 ハ数 月 ノ過 ギ ナ

イ ノガ普 通 デ ア ルレ。此 間 二病 竈 ハ 進 展 ス ルレ ノダ ガX線

デ ハ十 分 二現 ハ レナ イ場 合 ガア ル。初 感 染 ノ病 竈 ハ大

キ ク ナ ッ タ リ破 壌 ンタ リ シナ イ。一 般 二共 陰 騎 ハ 籔 ケ

月 間 ハ同 大 デ其 後 ニ ハ次 第 二小 トナ ルレ。多 ク ノ例 デ ハ

初 感 染 ハ何 等 ノ病 状 ヲ現 ハ サ ナ イ、叉 何 等 ノ理 學 的 症

徴 ヲ示 サ ナ カ ツ タ.ア ルレ例 デ ハ滲 出性 肋 膜 炎 が ア ツ タ

ガ之 ・・allergicreactionデ ア ルレ ト考 ヘ ラ レルレ。X線

爲 眞 デ 肺 實 質 一 病 竃 ガ ア ツ テ モ ナ クテ モ 滲 出液 ハ 現

バ レルレ。結 核 性 ノ初 感 染 ガ成 人 期 二起 リ漿 液 症 ガ合 併

シタ 例 ガナ イ。故 二急 速 二進 行 シ高 度 ノ破 壊 ガ成 人 二

來 ルレコ トガ アルレガ(奔 馬性 結 核)共 標 ナ人 ハ先 二感 染

ンテ居 ナ カ ツタ ・メ ダ ト云 フ ノハ荒 店無 稽 デ アルレ。未

感 染 ノ成 人 ハ乳 幼見 ト同 様 ナ態 度 ヲ 初 感 染 型 二i封 シ

ヲ執 ルレ。帥 チ成 人 ノ初 感 染 型 ハ幼 見 二於 ケ ルレ ト同 様 二

良 性 ノ モ ノ デ ア ルレ。即 チ是 等 ノ人 ハ再 感 染 及破 壊 型/

伏 勢 ヲナ ス モ ノ デ ア ルレ。

Tuberculin陽 性 反 晦 ハ 結 核 ノ初 感 染 型 カラ起 ルレaller・
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gyヲ 示 シ之 ナ キ時 ハ 特 號 的 二破 壊 性 結 核 が 起 ルレコ ト

ハ ナ イ。故 二之 ガ遅 ク陽 性 トナ ルレ程 良 イ事 ヲ示 ス。 病

院 ヤ療 養 所 二於 テtuberculin検 査 ヲ励 行 ス ルレナ ラバ

初 感 染 竈 獲 現 叉 ハ 再 感 染 竈 號 見 ヲ 解 決 ス ル コ トハ 容

易 ナ リ ト信 ズ ルレ者 デ ア ル。(寺 尾 抄)

重 症 肺結 核 患 者 ノ血 流 中 ノ結 核 菌 問 題

H.J.CorperandA.P.Damerow.TheQuestionof

TubercleBacilliiotheBloodinAdvancedPulmo・

naryTuberculosis.ABacteriologicalStudy.

著 者 ハ120名 ノ 重 症 肺 及 全 勇結 核 患 者 ノ 血 液 ヲ探 リ

之 ヲ天 竺 鼠 ト他/3種 ノ培 養 基 二 接 種 ン タ が何vカ

ラモ結 核 菌 ヲ獲 見 デ キナ カ ツタ。然 ルレニ封 照 試 験 デ ハ

Loewensteinが 創 メ タ様 二 酷 酸 デ 塵 理 ンSモ ノ ・中

デ 人 間 及 動 物 血 中 ノ 結 核 薗 ノ少 量 ヲ 見 別 ケ ルレ外 二培

養 基 ノ敷 果 ヲ試 ミタ が之 ハ 人 型 結 核 菌 ヲ 滅 殺 ス ルレガ

saprophyticノ 抗 酸 性 菌 ・・生 存 ン テ居 タ ノ デ此 試 藥 ヲ

以 テ得 タ成 績 ハ無 数 デ ア ツ タ。120例 ノ他 二更 二結 核

療 養 所 患 者 カ ラ得 タ200人 分 ノ少 量 ノ 血 液 ヲtissue・

substratemethod及sulphuric-acidcrystal・violet

potato・cylindermethodニ ヨ リ培 養 ン タ ガ是 等 ノ血 液

中 カ ラ結 核 菌 培 養 ガ 出來 タ ノハ ー ツ モナ イ。重 症 結 核

患 者 ノ120例 カ ラ得 タ血 液 ヲ 検 査 ンタ 結 果2人 分 ノ

ニsaprophyticacid・fastbacilliカ'ア ッ タ。 之 ・・動 物

接 種 及 ビ培 養 法 二依 ツ テ 病 原 性 結 核 薗 ト 鑑 別 ス ルレコ

トが 出來 タ。硫 酸 ヲ以 テ庭 理 ン且 ツ重 曹 或 ハ苛 性 曹 達

デ 中 和 シタ血 液 二叉 ハ 濃 厚 ニ ンテ 脱 繊 維 素 血 液 上 二

結 核 薗 が少 数 在 ルレ時 ハ 良 ク登 育 シ酸 叉 ハ 加 熱 虜 理 或

ハ滅 薗 血 色 素 ・・結 核 菌 ノ登 育 二 害 ニ ナ ラ ナ ィ コ トが

明 カニ サ レタ。血 液 加 培 養 基 上 二登 育 ンタ ルレ集 落 ハ 肉

眼 的 ニハ馬 鈴 薯 叉 ハ 卵 黄 培養 基 上 ノ モ ノ トモ 異 ツ テ

居 ル。

Congo-red・potato・fluor-eggmedium(Loewenstein)ハ
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人 型 、牛 型 結 核 菌 二封 シテ ハ ヨ イ ノデ ア ルレガ軍純 ナ 馬

鈴 薯 叉 ・・濃 厚 ナeg9-yolkmediumヨ リハ良 ク ナ イ、

而 ンテ高 債 デ不 必 要 ナ成 分 ヲ 含 ンダ リ ンテ 培 養上 不

便 ガ多 イ。結 核 薗 が可 ナ リ長 イ間 血 中 ヲ流 レ叉 ハ血 中

デ培 殖 ス ルレ ト云 フ意 味 ノ人 型 叉 ハ 牛 型 菌 ノ、tubercUlo・

bacteraemiaハ 之 研 究 デ ノ・確 メ ラ レナ カツ タ。假 令 分

散 ンタ結 核 竈 カ ラ偶 然 ノembolicdissaninations(sh・

woers)ガ 起 ラ ナ カツ タ リ.叉・・多 籔 ノ 乾 酪 性 産 生物 ノ

shoneersガ 螢 育 シ得 ルレ菌 ヲ 含 ンデ 人 間及 試 験 動 物 ノ

流 血 内 二 疾 病 経 過 中末 期 ニ ナ ルレ ト登 見 サ レルレ事 ヲ確

メ ヤ ウ ト企 テ タ ノデ ハ ナ カツ タ ガ 兎 二 角 流 血 中生菌

登 見 ハ失 敗 ンタ。此 研 究 デ ノ観 察 ニ ヨ レバ血 中 ノ結 核

薗 ノ}伏態 ハ通 常 ノ場 合 トノ 鯨 程 距 離 ガ アルレノデ ア ルレ。

帥 普 蓮 患 者 ノ血 液 循 環 系 中 二embolicshowers(emb・

olaemia)ガ 起 ッ テ モ 速 二 除 去 サ レルレノデ ア ラ ウ事 ヲ

示 ンテ居 ルレ。(寺 尾抄)

試 験 管 内 二於 テ ノ結 核 菌 ノ溶 菌 現 象

H.J.Corper.TheLysisofTubercleBacilliin

Vitro.Furtherobservations.

犬 ノ肝 、 脾 、 腎臓 、 組織 ヲ6%硫 酸 ノ同 量 デ30分 乃

至1時 間滅 薗 シ滅 菌 食 璽水 デ 洗瀞 ンタ 物 ノ中 デ結 核

薗 ノ抗 酸性 喪 失(1ysis)ガ 起 ルレノ ハ 共 組 織 中 二残 ツテ

居 ルレ酸 性 ニ ヨルレモ ノ ヲ自家 溶 酵 素 ノ働 ニ ヨルレ。硫 酸 塵

置 ノ組 織 中 デ ハ酵 素 ハ 明 二 破 壊 サ レ 適 當 二 中和 サ レ

ルレ時 ニ ハ之 等 ノ組 織 ハ37。Cデ ハ結 核 菌 ノ榮 養 物bナ

ル〃 デ ア ルレ。硫 酸 デ庭 置 ンタ ルレ組 織 ヲ適 當 ナalkalines

(NaOH、Na2CO3,NaHCO3)デ 中和 シタ モ ノ ニ加 令ルビ,

b反 磨 ハPH6.5-8.0ノ 中性 二近 付 キ結 核 菌 ノ生活

カ ヲ37。Cデ2ケ 月 以 上 保 持 ス ルレ。低 温(2。C)二 於 テ

ノ・濃 厚 浮 游 液(1c・c・中約0.1mgm.)ハ 約PH4.5-一 ・9、.0

ノ間 デ ハ2ケ 月 以上 生活 力 ヲ有 ス ルレ様 ダ。(寺 尾 抄)



動 態 「レ ン ト ゲ ン、爲 眞

(A)右 左 位

撮影時 間 、五秒

第一 、胸骨 ノ上 下 運 動 、第 二 、胸骨 ト 「シ

ンクロン」 ノ側 面 ヨ リ見 タル肋 骨 ノ土 下運

動 、第 三 胸 骨 肋 骨 ト相 ヲ逆 ニス ル側 面 ヨ

リ見 タル横露 膜 ノ上 下運 動 ガ見 エル 。 而 シ

テ、肋骨 ハ脊 柱 二近 ヅク ニ從 ツテ上下 運 動

ノ振幅 ガ小 サ 久 コ レニ反 シテ横 隔 膜 ノ運

動ハ頂 上 ヨ リ背 面脊 桂 二近 ヅク ニ從 ツテ振

幅 ガ大 キ クナ ツテ居 ル。

呼 吸 運 動

7

豊♂
戸

ゴ

シ

印

(五)

像
汀

,

㌻一

量

響匙
,

κ弩

.

.
㌧豊

∵

㌧
一

・
、
}

醤

…

[
…
.

　.

岬

馬

誕

一

詐

廟

…

4

ー

ー

ー
-

ー

哩
i
l
」

…

,

印…

…

・T

レ
:

{…

}

一

…

圃

.

7
'

.

}

ー

レ

嚢紅
る

満 一r二.

餐鍵
拷 ・

F「

'

ト

L ・一』 ピ

1・

購

貌.紅.

雛「
辞

,

}
孝

・

毒

譲
サ

d一 唖 一'rr

麟

レ..

鷺
・鰯 ・

;`・ノ'讃 舞

濤

駕 ・・1灘1

繕傭
・盤さ嫡

砦.・劣

宰

驚

薄
奪

♪
≧

▼
世
・垂

》

ド㌘

(B)

.」 」

i,i

甲
ー

…

嚢
昌

ー

、
,.

　
ぽ

　

臨
弊・
数

鋸

身

・「
』

'
な

・

、灘

弓

,
」

馬
籔

」
ー

ヒ

、

弓

【ー

脚-
=
.

「

.
ー

i

理
-

(B)腹 右 背 左 位

撮影時問、三秒 第三斜位

左背面肋骨二於ケル上下運動へ

前面二於テ振幅ガ大キク脊注二近

ヅクニ從 ツテ振幅ガ減少シテ居ル

コトヲ爪スo

Ψ護
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(A)

(A)静 止 爲 眞

琳
左鎖骨ードニ僅二淡イ浸潤陰影 ヲ認メル

'・鎌 幽
倒

ウ櫓

蛎隔

ヨ層"

ノ ミデ ア ツテ.静 止 窩 眞 二於 テハ 正 常

二近 イ モノ デ アル 。

罐 秘贈 　 .

メ

(。)勤 態 窟 眞 タ

撮影時間、五秒、腹背位、

描窩方向、向ツテ右カラ左へ

横隔膜ノ運動ハ、上下スルー周波二於

テ,吸 氣ハ呼氣ヨリモ速カデ、吸氣ノ下降線ハ。呼氣

ノ上昇線ヨリ傾斜ノ度ガ強イ。此ノ動態窟眞二於テ.

横隔膜ノ左右ノ運動 ヲ比較スルト・左罹患側ハ右健康

側 ヨリ振幅ガ小サイ事 ヲ獲見スル。而シテ呼吸ニヨル

肋骨ノ運動ハ、横隔膜 ノ運動 ト、相Pl・aseガ逆デァッ

LIl

/・ ・/一,
螺 嚢

調
騰,

・蜜

、

柵 ▼1肇『

(B)

罐

　

　

せ

.

監
織

ー

L

療

秘

,

・
曝

.∵ 欝
.二 琳 兎

廓

年凋

毒

、噂

旗

　
　

り撫

テ、呼氣時横隔膜ガ上ル時二、肋骨ハ下ルノデア

ルガ、肋骨ノ左右ノ動キヲ比較スルト左ハ右ヨリ

振幅ガ少シ大キク.横 隔膜 ノ振幅二於テ、左ガ右

ヨリ小サイノト丁度反封デアル。

右ノ下部背面第五、第六肋聞、及ビ右ノ上部背面

第三肋間二見エル敷個ノ筍状ノ像ハ、

呼吸運動ニヨツテ動ク肺紋豫 デアツ

層rilテ 堤 ・・卦 シテ雌 像デアラウ・

1心 臓 ノ動 態 像 二於 テー 格子 目二一 ツ・

1横 隔 膜 ノ動 キ ト「シ ンクロ ン」Synchron

ノ大 キ ナ山 ハ 、呼 吸 ニ ヨル縦 隔 窒 ノ璽

・曙7

唖.捻

「

ζ;勤1ギ

、疑 瞬
璽～

位 デ ア ツテ 、 コノ大 キ ナ波動 ノ内 二見

エル 細 イ縞 、例 ヘバ 、左 カ ラ第 五番 目

ノ格 子 二於 テ 、敷 ヘ ラル 、七 ツノ縞 ガ

心 臓 自鎧 ノ騨動 ヲ示 ス モ ノデ ア ル。一

分 間 ノ賑 瞑緻 ハ 、五秒 ノ露 出 ヲ以 テ撮

影 セ ルー 格 子 二七 ツノ心臓 瞬 動 ヲ激へ60

ル ヲ以 テ ・7・r7・12=84デ アル・



第 二 例 縦 隔 寳 癒 着 例

(A)

(A)静 止 爲 翼

第三期増殖硬化性肺結核デ,右 肺尖部

及左上部ヨリ中央部二主ナ病竈ガア リ

縦隔窪ノ上部ハ,癒 着ニヨリ左上二引

ヵレテ居ル。氣管ノ上部ハ,一 度著ク

左二趨曲シ、下部ハ.第 四、第五肋間

デ屈折シテ右二灘曲シテ居ル。

縦隔甕ノ上部ガ左上前二引上ゲラレテ

右横隔膜ハ、内方ガ左上二引上デラレ

左横隔膜ハ。本來ノ横隔膜陰影 ト、コ

ノ上二梢 セ淡イ縦隔簑 ト.横 隔膜 トノ

癒着部ノ陰影 トガニ重ニナ ツテ見 エ

ルo

(B)動 態#眞

撮影時 間 、五 秒 、腹背 位

此患者 ノ呼 吸運 動 ハ 、 呼氣 後一 時 休止

シテ 、吸氣 一呼 氣一 休 止 、吸 氣一 呼 氣

一休止 、 ト呼 吸蓮 動 ヲ鱒 動 的 二行 ヒ 、

一見 シテ明 瞭 ナ ノハ ,肋 骨 ノ曲線 デ ア

ツテ、呼氣 ヨ リ吸 氣 ヘ ナ ダ ラ カナ移 行

ヲ行 ハ ズ、呼氣 後 一 時 運動 ヲ休止 シ.

突如速 二吸 氣 ヲ行 ヒ、ナ ダ ラカ ナ圓昧

ヲ書 イテ緩 ナ呼氣 二移 リ、 呼氣 ノ終 リ

ニー時 呼吸 運動 ヲ休 止 ス ル ノデア ル。

而 シテ、吸 氣 二要 スル時 間 ハ 、 呼氣 及

ビ呼氣状 態 二於 ケル時 間 ノ和 ノ約 七分

ノー デ アル。 亥 二横 隔膜 二就 テ見 ル ニ

浜

'

(B)

..灘 誓嶽

講 歎

∴ ド
鮎 』・1

恐

脚

暫雪

」

.
響

げ

ム

一

休 呼 吸 休 呼 吸 休
止
時 氣 氣 止 氣 氣 止

喰

ぞ'ゲ.カ ・

糠 ・
、"

猛

穿

驚

,

萎

,

滝 ラ

㌦

譜
㍉ 紮
Jl
.

レ

責㌦
}1,1

左 ノ横 隔膜 ハ 、本 來 ノ横 隔 膜 ト

縦 隔 竃 ト横 隔膜 トノ癒 着 部 卜,

二 段 ニナ ツテ動 イ テ居 ル ノガ見

エ ル ガ共 二 、速 二吸氣 ヲ行 ヒ、

速 二呼 氣 ヲ行 ヒ、呼 氣 ノ山 ノ頂

上 デ頭 ガ切 レテ,コ ・デ 休止 シ

テ居 ル コ トヲ示 シ、右 ノ横 隔膜

ノ内 方 ハ 、左 ノ横 隔 膜 ト同 ジク

山 ノ頂上 ガ切 レテ 呼 氣 デ 休 止

シ 、右 ノ横 隔膜 ノ外 方 ハ,速 ナ

吸 氣 カ ラ緩 慢 二呼氣 ヲ行 ヒ、呼

氣 ト休止 時 トノ明 カ ナ匿 別 ガナ

ク.呼 氣 ノ終 リニ更 ニー ツノ呼

氣 ノ尖 端 ヲ豊 イ テ.急 速 ナ吸 氣

二移 ツテ居 ル。 コ レハ肋 膜 相互

ノ癒 漕 ト、肋 膜 ト縦 隔餐 トノ癒

着.横 隔 膜 ト肋膜 トノ癒 着 、横

隔 且莫 卜縦ll扇窪 ト ノ癒 デ盲 ノ 爲 メ

ニ.吸 氣 ヲ行 フ事 ガ容 易 デ ナ ク、

且 ツ左 方 ノ癒 着 ガ右 ヨ リモ甚 シ

イ爲 メデ ア ラウ。而 シテ横 隔膜

へ 呼氣 ノ休 止 時 二於 テ 、心臓

ノ脾 動 ヲ受 ケテ,呼 氣flく止 時/

山 ノ頂上 二 、心臓 搏動 ト 「シ ン

クロ ン」 ノ細 イ波 動 ヲ示 シテ居

ル 、 コ レハ左 右横 隔膜 共 二 、縦

隔 膜 二近 イ内 方 部 二於 テ明 力 三

認 メル事 ガ出來 ル 。



第 三 例 空 洞 ノー 、横 隔 膜 ト 「シ ン ク ロ ン 」Sytichr・n二 動 クモ ノ

(A)

(A)静 止 寡 眞

コノ窟 眞 二於 テ .右 ノ中 央部 ニ

ー ツノ大 キ ナ室 洞 ヲ認 メル 。

(B)動 態 富 眞

撮 影 五秒 、背 腹 位

コ ノ室 洞 ハ 、右 ノ横 隔 膜 ト同 ジ

相 デ 、呼 吸運 動 ニヨ リ動 イ テ居

ル 。即 チ,コ ノ室 洞 ハ下 葉 ニ ア

ツテ 、從 テ背 面 二近 ク アル ノデ

ア ラ ウ。

次 二 、 コ ノ呼 吸 運動 ニ ヨ リ動 イ

テ居 ル室 洞壁 ノ曲線 ノ厚 ミノ丙

二 、特 二室 洞 ノ上方 及 ビ内方 部

二濃 淡 ヲ認 メル コ トガ 出來 ル ガ 、 コ レハ(A)岡 ノ笙≡

洞 壁 二於 テ モ外 周 ガ幾 分 ボ ケテ ハ居 ル ガ(B)岡 二於

テ 、室 洞 ・・,吸 氣 時 二全 方 面 二室 洞 ガ蹟 張 シ空 洞 壁

(B)

■一 一 　『「明 ,一 卿

.Jti「 ∠璽

ヂ 弊・ 鍬 弊

llド 療靴 ㌧

線 ド 『 深 奪
蓼ド き ・蓋撫

磯 ㌧転1蕊
.1長 一

嚇 楓1'

ヴ

ガ薄 クナ リ、呼氣 時 ニハ室 洞 ガ牧縮 シ テ室 洞 壁 ガ厚

ク ナ リ、 コ レニ ヨ ツテ濃 淡 ノ差 ヲ生 ズル ノデ アル。

即 チ 、 コノ室 洞 ノ運 動 ハ 、横 隔膜 ノ運 動 ニ ヨル肺 ノ

上 下 ノ周 期運 動 ヲ主 トシ.コ レニ

,吸 氣 時 ノ援 張.呼 氣 時 ノ牧 縮 運動

瞳 ∴∬

欝
1臣

鞠ゼ嘱

ヲ件 フ コ トヲ示 シテ居 ル モノ デア

ラ ウ。

而 シテ 、 コ ノ室洞 ハ 、(A)二 於 ケ

ル静 止 窩眞 ヨ リ見 ル時 ハ肺 ノ中央

部 二存在 シ、直 チ ニ 人工氣 胸 療法

ヲ行 フ事 ヲ聯 想 セ シム ル ガ、(B)

ヨ リ考 察 ス ル時 ハ 右横 隔 膜 神脛 捻

除術 ニ ヨ ツテ 、 コノ室洞 ハ著 シイ

安静 ヲ得 ラ レル デ ア ラウ。



第 四 例 空洞ノニ。動 カナイ空洞

(A)

(A)静 止R眞

右鎖 骨 下 二ニ ツ ノ室洞 ヲ認 メル。

左中央部及ビ右一瞠二塘殖性病竈

ヲ認 メル 。

(B)

(B)動 態 罵 眞

撮 影 時 聞五 秒 、背 腹位

一 見 シテ 「動 態 寓 眞 、 ト思 ハ レナ

イ程 二 、 コノ室 洞 ハ動 キ ヲ示 シテ

居 ラナ イ 。肋 骨 ハ左 右 共 二動 キ ガ

少 ナイ ガ 、左 右 ヲ比 較 スル ト、鎖

骨 二重 ツテ居 ル背 面 ∬三 肋 骨 ノ左

ハ 動 キ ヲ示 シテ居 ル ガ 、右 ハ殆 ソ

ド動 キ ヲ示 シテ居 ラナイ 。 コ レハ

肋 骨 ノ癒 着 ニ ヨ ツテ 、肋 骨 ノ運 動

ガ制 限 セ ラ レ、從 テ 、室 洞 モ癒 着

ニ ョ ッテ動 カナ イ ノ デア ラ ウ。

下 ノ室 洞 ハ 、(A〕 二於 テ略 圓形 ヲ

示 シテ居 ル ニ反 シ(B)二 於 テハ.

室 洞 ノ上 方 外 則 二歪 ヲ 示 シ テ 居

ル 、向 テ右 カ ラ三番 日 ノ格 丁 二於

テ コノ歪 ミへ 多少肋 骨 ノ動 キ ノ

影 響 ヲ受 ケテ居 ル トモ思 バ レル。



第 五 例 肺 弓F 部

(△)

(A)静 止 罵 眞

右鍛骨丁陰影ガ主病竈デアツテ

右ノ肺門部淋巴線腫大ヲ認メル

.,、'一 灘 壕 ㌃

鮮

.
・

〆轟 磁㌢

繋 ・
響衛

ジ舜
,s・ ・'鞠1

儀 筏 一
'藷 ㌦

粥'

・穿r馴

.蝉

1

。釜

・・ 多、唾 剃

r

(B)

(B)勧 態 窟 眞

撮影時間.三 秒、背腹位

呼吸蓮動ハ、外方二於テ微二認メ

ラル・程度二僅デアリ、心臓瞬動

ガ主デアルガ.右 ノ肺門部淋巴線

ガ心臓鱒動 ト 「シンクロン」二動

イテ居ル事ガ見エル。

定型的ナ大動脈曲線ガ明カデアル。

心室部ノ曲線ハ、コレ程定型的デ

ハナイガ、大動脈曲線 トハ異テ居

ル事ガ見エル。

即チ.肺 門部ハ呼吸停止時二於テ

モ心臓陣動ニヨツテ.動 イテ居ル

モノデ肺門部淋巴線ハ安艀ヲ保チ

難イモノデアル謝ヲ見ル箏ガ出來

ノレo



第 六 例 「リピ ヨ ドール 」 氣 管 内注 入 ノー 、

(A)

(A)「 リピ ョ ドー ル」 ヲ

注 入 セ ル静 止 富 眞

右中部 二 「リ ピヨ ドー ル」 ガ注 入

セラ レタ氣 管支 像 ガ見 エ ル 。

(B)「 リt'ヨ ドー ル」ヲ

注 入 セ ル動 態爲 眞

脅
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(B)

"舞

1
貞
朔

'
・
・鶏

』懸

灘
ヲ`

,膨
㌔411駕

x

翻

窺し鑛

撮 影時 間 五秒 、背 腹 位

「リ ピヨ ドー ル」 ヲ注 入セ ラ レタ

氣 管支 ノ呼 吸運 動 ニ ヨル筍 状 ノ波

動 ヲ示 ス。

而 シテ 、 コ ノ呼 吸 ニ ヨル氣 管支 ノ

蓮 動 ハ 、肋骨 ノ蓮 動 二比 シテ 、遙

二大 キ ク、 コノ波 動 ハ,右 横 隔 膜

ト同相 デ ア ツテ 、 コ ノ氣 管支 ハ 肺

ノ下葉 氣 管 支 デ ア ラ ウ。

註(A)及 ビ(B)ハ,同 時 二撮 影

セ ル モ 「リ ピヨ ドー ル 」注 入 一

ヨル像 ハ 、時 間 的 二刻 々 ニ ソ ノ

像 ヲ攣 化 シニ 枚 ノ窟 眞 二全 ク同

一 ノ窩 眞 ヲ示 ス コ トハ 出來 ナ イ

撮 影 ハ,(B)ガ 先 キデ ア リ、次

二謡止 窩眞(A)ヲ 撮 影 セル モ ノ

デ アル 。



第 七 例 「リピ ヨ ドール 」 氣 管 内注 入 ノニ.

(,い

(A)「 リ ヒ。ヨ ドー ルJヲ

注 入 セ,し静 止 爲 眞
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(B)「 リ ピ ヨ ドー ル.1ヲ

注 入セ ル動 態 篤眞

撮影時間 五秒、背腹位

呼吸ニヨリ、横隔膜 ト同相

二重リク且市一ド葉氣管支ノ運動

ヲ爪スo



第 八 例 肋 膜 炎

GY)

(A)青 争1ヒ 寡 翼

右側二裡過セル灘幽 煽 じ炎ガアリ、滲出

液ノ後二厚皮ヲ形成 シテ居ル モ ノデ ア

ルo

(B)動 態 爲 眞

撮影時 間 一:⊃秒 、背 復 位

ヱ リス ・ダ』モ ア ゾ ウ氏 曲皐泉ノ外1則二格 子

ハ,運 動 ヲ示 シテ居 ラ ナ イガ ,ソ レヨ リ

内方 ハ呼 吸 ニ ヨ・レ運 動 ヲ,六シテ居 ル 。

擢 隔膜 ノ蓮 動 モ、内 方 ヨ 咀 方 二次第 二

運 動 ガ減 少 シ内方 ノ運 助ハ明 カデ ア ル ガ

外 方 ノ運 動 ハ.不 明瞭 トナ ヴテ居 ル。

撮影 峙 間一 ⊃秒 デ.一 洛 子 ロ ニ三 ツ ノ呼

吸 ヲ現 シテ居 ル ガ 、左 側 二於 テ心臓 ノ運

動 ハ,露 出時 間 ガ長 イ爲 メ、心 臓 自瞠 ノ

豚動 ガ現 ハ レズ 、呼吸 運 動 ニ ヨノし心臓 ノ

攣 位 ノ曲線 ノ ミ現 ハ レテ居 既,

呼吸 敷ハ 、一 格 子 目一 」秒 ノ露 出 二略 三
(1し[

ツ牛 トシー 分 間 ニハ3.or×=3.5x610

=21デ アル。

此窮眞 二於 テ 、全 膿 二、特 二左 健康 側 二

於テ著 シイ 濃 淡 ノ縞 目 ヲ見 ル ガ 、濃 キ縞

ハ呼氣 即 チ横 隔 膜 ノ山 ノ頂 鮎 二一・致 シ 、

呼氣 時肺 ノ牧 縮 時 二於 テ[レ ン トゲ ン.線 ノ透 過 悪 キ コ
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窒

考

彫

垂

壱

芭9
9■
■
Ψ

{

黍

ー

ガ
雀
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ー
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聚

籍

鳳
無
糊
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ー

星

毒

〆
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ー
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言

4

昌

垂

を

ー

・・

.

r

!層」
重

3

"
ぎ

.F

「
p

」

,

谷 ニー 致 シ.肺 ノ膨 張1寺二

於 ケ't透 過 ヨキ事 ヲ示 ス.
1凡 テ ノ動 態 蔦 眞 二 」ノ呼氣

撫1二轡爵叢
眞・撮 影時間長クー○秒二

シテ ー 格 子 二略 三 ソ牛 ノ

呼 吸 ヲ描 寓 シ タ・し爲 、呼 氣

ト吸 氣 ト ノ濃 淡 ガ明瞭 二現

ノ・し タルモ ノ_シ テ 、左 健

康 側 二 、特 二明瞭 二現 レ タ

ノハ 、左健 康 側 ガ特 二呼 吸

運 動 ノ振幅 カ ノくキ 死 左 肺

臓 ノ牧 縮櫃 張 ガ 涛 シ ク容積

ノ差 ヲ;六ス コ トー ヨル〔 右

上 部 ノ透過 ヨ キ部 二 、呼 氣

ノ縞 目 ノ濃 淡 ガ明 カ ニ現 レ

ナ イ ノハ 、 右 ド部肋 模 炎 ニ

コ ツテ .コ ノ右 上 部 ハ 肺氣

腫 トナ リ■膨張 シ タ儘 ニ ナ

ツテ.呼 氣ll寺二牧 縮 ス ル事

ガ 少 クナ イ事 ヲ示 スモ ノデ

ア ラ ウu



f才「iiブLイ ダIJ 心 臓 辮 膜 障 害

(A)

(A)静 止 鷺 眞

十 六歳 ノ男 見,輕 症 肺 結 核 ニ シテ

幼 却 ヨ リ心臓 辮丹鄭 章害 ヲ認 メラ レ

タ リ ト云 フ,肺 動 賑辮 ロ ニ最 モ強

ク牧 縮 期 誰音 ヲ聴 ク。

熱
、秘

"
漸爵

一
夢

色

藝「避
'沸

〆噸篠

〆'

.〆 照

鴫

冠
落鶏
ゼ、 ゼ煮 、

3

遭

1秘毒

刈

轟
「

(J;)
(B)動 態#眞

ジ職

環譲 き
覧'㌦ ・ 、,

毅 　鞠麟 二覧
ノ

灘,.～ 二 臥

「 撃'1
・層

,・.'・

L一 翼 一∫ 露

ゑ動1

響
「㍗ 「

㌧
㍗

樽

二
乱

鯨

ご

皆

、
旨

戯

一

V

'

r凶

訥
、顯

撮 影 時 間 三 秒 、背 腹位

呼吸 ヲ停止 セ シメテ撮 影 シ、動 態

窟 箕 ニ ヨ リ、心 臓 ノ瞬 動 ヲ示 セ ル

例 ニ シテ 、左 第一 弓大 動脹 陣動 ハ

定 型 灼 ナ上 方 二直 線 脚 ヲ有 スル鈎

型 ノ曲線 ヲ示 シ 、左 第 弓及 ビ第

三 弓 ノ㌦ 肌 門 部 ノ鍵 化 ニモ ヨ ツテ

垣 別 ガ明 瞭 デ ナ イ ガ,第 二 弓 二相

當 ス・し ト思 ハ レ・し部分 ニ ハ、大動

脈 曲線 ト略 同一 型 ノ臆 動 ヲ認 メル

左 第 四 弓 ハ、全 膣 二明 ナ心室 博動

ヲ示 シ ・特 ニ ヒ部 ト心 尖 部 トニ於

テ 著 シ イ、=右第 一 弓 〉・、曲諌 型 が

租 こ不鮮 明 デ アノしガ 、全禮 二瞠 動

ヲ示 シ.右 第二 弓 ノ上 雫 部 ニハ 、

殆 ・ 卜弾 動 ヲ認 メ難 久 下 牛 部・・

下 方 二近 附 ク ニ從 テ 、大 動 脈 曲線

ト反 針 ナ ル卯 先 下 方;直1巧 モ脚 ヲ

有 ス・レ鈎 型/博 動 ヲ示 ス。



第 十 例 人 工 氣 胸 ノ ー 、

(A)
(A)謬 止 篤 眞

右上葦二硬化性室洞アVi肺 尖部及鎖

骨下二癒着ヲ認 欧 中葉ノ上方外側ハ

透過良キ健康部二乳 下葉ノ背面二数

個ノ室洞及浸潤ヲ認メル。

(B)動 態 鷺 眞

撮影時 聞 一秒 、背 腹位

肋骨 ハ 、呼 吸 ニ コル 運 動 ヲ示 サ ズ、

横隔腹 へ 左 右共 僅 二呼吸 運 動 ニ ヨ

ル1ズ レ」 ヲ示 スモ 、 コ ノ呼 吸運 動

ハ極 メテ僅 デ アル 。

硬 化性 ノ室洞 ヲ有 シ.上 方 外側 二癒

着 ヲ有 スル.硬 化 セル 上 葉 ハ,運 動

(B)

鵜
/

ン
線
厚

瑠
触
響

孫
,
'
鞭
轟

∵∴ ∴ 難

.
〆
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幽

一

騨
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〃

凄

ジ
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窺

襲

㌔

乾

継
㌶
影

絶
,

愚

第翼
働
麺

σ
「

,/〆窒励
.思,

ゾ』㌦ ダ

顯_擁

霧

坤 π'.

う㌦

璽 駕,
威 嬬

鰯 り為
綿 静 灘
.畷

〆弓一

秘,
・ 勇

舗_

」

ヲ示 サ ⇔ レモ 、 コ ノ下 外方 二

蓮 ナ ル 中葉 ノ外 方 縁 ハ明 力_

波動 ヲ示 ス 、而 シテ コ ノ波動

曲線 ハ.同 一 ノ格子 目 二於 ケ

ル心臓 ノ波 動 ト、「シ ン ク ロ

ン」 ナ ル コ トヲ示 ス∩此 心臓

豚動 ノ曲 線 ハ右 縁 ノ ミ明 カデ

ア ル ガ 、心臓 ハ牧縮 摘 張 運動

ニ シ テ 、略 左 右 トモ同 一 相 二

摘 張 シ牧 縮 スベ キ モ ノデ ア ル

即 チ.コ ノ氣 胸 肺 二於 テ 、呼

吸 停止 時 二於 テ モ氣 胸肺 ノー

商;ハ,心 臓 耳專動 ト 「シ ン クロ

ン」 二動 ク コ トヲ示 ス。



第 一1^一 例 人 工 氣 胸 ノニ、部分氣胸

cD
「・い 餌 止 鷺 眞

右 側 ド方 二部 分気 胸 ヲ作 ツテ居 リ

右 中部 凶 方 二近 イ楕 圓形 ノ像 ハ 、

癒 着 ニ ヨ リ剥 離 シ得 ナイ 肋 膜録 ニ

ヨ ツテ現 レ タ像 デ ア ツテ 、楕 圓 ノ

正 中線 二近 イ部 分 ガ背 面 二近 イ。

左 側 下 部 ハ.肋 膜 炎 ニヨ リ肋 骨横

隔 膜 賀 ハ癒 着 シテ居 ル。

遷{ 〆 曜蝉 鷺 ニ

マ碗 黎

麟 、

り墜
響

監

(B)

層 警
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・
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響
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盤
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∵寄

蔓
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「野

・

.参

i
(B)動 態 黙 眞

撮 影 時 間 五 秒 、背 腹位 、

氣 胸 肺 ノ下 縁 ノ上下 運 動 ハ 、横隔

膜 ノ蓮 動 ト同相 デア ル 。

右肺.ヒ部 ハ癒 着 シ.肋 骨 ノ動 キハ

背,fi1肋骨,第 一 、二.三 、四 、 ヲ

比較 スル ニ 、左 側 ノ方 ガ振 幅 ガ大

キ」イ,左 側一ド部 ノ肋 膜 ハ癒 着 シ.

横 隔膜 ノ動 キハ,冶 氣 胸 側 ノ方 ガ

大 キ イ。



第十一例 人 二」二氣 胸 ノニ 、部 分 氣胸

(c)

(C)、 動 態 爲 眞

撮影時間 五秒、背腹位

=右氣 胸側 二於 テ 、氣 胸 肺 ノード縁 ハ 内方 二於 テ

ハ 、肺 ノ前 前部 ノ下 縁 ノ水 胴 重動 ノ曲 線 ガ濃

ク 、 ソレ ヨ リモ 外方 二於 テ ハ 、肺 ノ背 而 部 ノ

ード縁 ノ水 卒 運動 ノ曲線 ガ淡 ク
.二TTFニ ナ ツテ

呼吸 ・・ヨ・し縦 隔害 ノ振 子 置重炉 讐 翫 ニ ヨル水

ント浬 動 ト 「シ ン ク ロ ン1二 動 イ テ居 ル ノ ガ見

工 ルo

心 臓 ノ左 縁 二就 テ見 ・し二 、・一格 子 「1二ニ ツ大

キ ナ波動 力見1沸 、 コ レ・・呼吸 ニ ヨル縦 隔窩

ノ饗 位デ ア ツテ 、呼吸 ニ ヨル横 隔膜 ノ動 キ ト

ト1:相テ ア ・V一而 シテ,コ ノ大 キ ナ波動 ノ中 二

見 エ ル細 イ縞 ガ心臓 自禮 ノ瞬動 デ アル。

次 二心臓 ノ右 縁 二就 テ 見 ル三 、前 ト「司様 ニー

絡予 目 二ニ ヅ呼 吸 ニ ヨ・し心臓 ノ量 位 ノ皮 ガ見

工 ・しガ 、 コ ノ[rf吸 ニ ヨ・し心臓 ノ攣 位 ノ左 右 ノ

波 ハ 、左 ガ山 ノ時 二右 縁 モ山 ヲナ シテ居 テ 、

左 右 ヲ比 較 スル ト.左 豫 ノ山 ハ 、右 縁 ノ山 二

比 シテ鮮 明 デ アル 。 コ ノ窩 眞へ 背 腹 位 デ撮

影 シタモ ノデ 、呼吸 ニ ヨル心 臓 ノ振 子 運 動 ハ

呼 氣 ノ際心 臓 ノ左 縁 ハ 「フイル ム」 二近 久

即 チ艦 ノ前 面 二近 ゾキ 、右 縁 ハ 「フ ィル ムj

二遠 ク 、即 チ,艦 ノ背 翁二近 ゾキ 、呼吸 ニ ヨ

ル縦 隔窟 ノ振 子 運動 ハ.左 右 二振 子運 動 ヲ行

フ際 二,右 肺 上 部 及 ビ中 部 ・・癒 着 ニ ヨ ッテ左

二移 動 スル コ トガ困 雅 デ ア リ、[ .ツ右 肺氣 胸

へ 癒 着 ノ爲 、艦 ノ前 而 ヨ リモ 、寧 ロ背 面 ド

部 二多 ク氣 胸 ヲバ 成 シテ居 ル ノデ心 臓 ハ左 右

ト同時 二 、胸部 ノ前 後 二捻 レナ ガラ振子 運 動

ヲ螢 ム モ ノテ ア ラウ ト考 ヘ ラ レノレ.

叉縦 隔 窟 ノ振子 浬 動 ハ.呼 吸 ニ ヨ ツテ横 隔膜

ガ上 ドシ.呼 氣 時縦 隔 實 ガ 左 二振 い し場 デ㌃ハ,

「呼氣 ニ ヨ1大、横 隔 膜 ノ、.ヒニi1リ ・抗く一r一ノ綜 ヲ

垣 カ ク ス・し理 デ ー物 理 的 二云 フ正 確 ナ振 子運

動 デハ ナ イ。



r、)翻 止 爲 眞

第十二例

ロノ乏黛[呼 二 瞬 聞 掃 影 ヲ 行 ヘ ノしモ ノ _

ン ー 、 右 煮 胸 側 ノ横 隔 膜 ノ頂 馳 ハ

背 面 第 ノL肋 骨 ノ1縁 ニ ア リ.心 尖

… 、背 而第 九 月力骨 ノ.1i"kニ ア リ。

.{∫則
.・川 ノ[マ ン 予 ルレ 、 〔M川 ・te1)

ハ 、 右 肌 腔 ノ約 七 分 ノ ー デ ア ル 。

〆

7
ー
レ

縦 隔 實 ノ振 子 蓮 動

嫡
'螺麺.駄
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(B)

鶉
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欝
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黙
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〆
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(B)静 止 爲 眞

呼 氣時 二瞬 間 腸影 ヲ行 ヘ ル モ ノ三

シテ 、右 氣 胸 側 ノ横 隔 膜 ～頂 鮎

ハ 、第 八肋 聞 ノ下 縁 ニア リo心 臓

ノ右 縁 ハ イく明 ナ ル モ 、心 尖 ハ背 面

第 七 肋 聞 ニア リ.吸 氣時(A)二 比

シテオ三ヒニ攣 位 シ、左 肺 ハ吸氣 時

(A.二 比 シテ濃 度 濃 ク、右 氣胸 肺

ノiマ ンテ ル」 ハ 右胸 腔 ノ約 三分

ノー ニア リ。

坦Lノ'A及 ビてB)ニ ヨ リ、縦 隔

瞥 力呼吸 ニ ョ リ、著 シ ク振 子運 動

ヲi'J=フ4∫ヲ矢ロルo



第十二例 縦 隔 餐 ノ振 子 運 動

(C)

(C)動 態 寛 眞

撮 影 時 間 、五 秒 、背 腹 位

呼 吸 ニ ヨ几縦 隔餐 ノ振 子 運 動 二於 ケル心臓 ノ攣 位 ハ 、呼 吸 ニ ヨル横 隔膜 ト同相

デ アル 。心 臓 ノ右 縁 ノ抜 幅 ハ 「レン トゲ ン ・フ イル ム」 二於 テ 、四Cm二 達 スル

ノ デア ル。 右 氣胸 側 ノ氣 胸 肺 ノ右 縁 ノ動 キ ハ呼 吸 ニ ヨル縦 隔 蜜 ノ振子 運 動 二於

ケル 心臓 ノ動 キ ト向相 デ ア ソテ 、心 臓 ノ右 縁 ハ 、梢 こイ・明瞭 デ ア ノしガ 、左 縁 ト

同相 デ ア ル 、而 シテ 「レン トゲ ン ・フ イル ム」 二於 テ,コ ノ氣 胸 肺 ノ動 キハ 、

二 ・五cm二 達 スル ノデ アル 。



第十三例 癒 清 セ ル 氣 胸

(一鳩 溺 止 篤 眞

右 氣胸 肺 ト胸 壁 トノ問 二索 状 ノ癒

着 ガ.ヒ シ婁文ヘ ラ レル)

踏禽'
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尋
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(B)

(B)動 態 爲 員

撮 影 時 問 、三 秒 、背 榎位

氣 胸肺 ノ外 縁 ハ 、七 ッ ノ索状 ノ癒

着 ニ ヨ ツテ胸壁 ト癒 着 シ、氣胸 肺

ノ汲動 ハ明 カ ニハ認 メ難 タイガ 、

呼 吸 ニ ヨ ル縦 隔野 ノ攣 位 卜同相 ノ

波動 ヲ示 シテ 居 リ、而 シテ コノ波

動 ノウチ ニ(A)二 比 シ心臓 搏動 ノ

影 僻 ヲ受 ケテ屠 ル ト思 ハ レル。

心 臓 ノ左 縁 ハ 、一 格子 ニー ツ宛呼

吸 ニ ル横 隔 膜 ノ運 動 ト同相 ノ攣 位

ヲ示 ン・ コノ攣1・k/一 ツ ノ波 ノ内

二明 カ ニ五 ツ ノ心臓 搏動 ヲ認 メル

而 シテ定 型 的 ナ人 動脈 弓 ノ曲線 卜

心 室 ノ曲椥 ・ヲ認 メル事 ガ出 來 ・レ



第十四例 横 隔膜 紳 纏捻 除 術 ノー

(A)

(A)静 止 宴 眞

(横隔膜紳纏捻除術後二十五ケ月)

右手術側 ノ横曜膜ハ左横隔膜二比シ

著シイ高位 ヲ示 シテ居ルガ、コレハ

吸氣時二呼吸ヲ停止シテ撮影シタモ

ノデ、左健側ノ横隔膜ハ特二低ク、

左右二著シキ高度ノ差ヲ示シテ居ル

モノデアル。

(B)動 態 爲 眞

(横隔膜榊純捻除術後二十ケ月)

撮影時間.五 秒、背腹位

横隔膜ノ動キハ、一見シテ左右ノ高

サ著シク異 凱 叉ソノ動キハ著シク

差異ヲ認 メルガ(A)ハ 吸氣時二撮影

セラレタモノデ(B)二 於 テ.左 健康

側ノ呼氣時ノ最高位ハ、右手術側ノ

横隔膜 ノ内方及 ビ外方ヲ連ネタ高サ

ト略等 シ久 左右二於 ケル振幅ノ差

へ 左右二於ケル最大ナルモノヲ比

較シテ約四倍 二等シイ。

而シテ、左健康側二於テ振幅ハ.外

方ハ丙方二比シテ大キク、右手術側
ハ,コ レト反揚二、内方二於テ大キ

ク外方二於テ小サイ。

(B) コ レハ右 手 術 側 ノ横 隔膜 ハ 自

律 的 二呼 吸 運動 ヲ瞥 マ ズ、左

健 側 ノ運動 二引 カ レテ受 動 的

二運 動 シ、左 健 側 二近 キ部 分

程 、即 チ正 中線 二近 キ程 、蓮

動 ノ振 幅 ガ大 キ イ ノデ ア ラ ウ。

而 シテ 、左 右横 隔 膜 ノ相 ハ相

等 シ ク,共 二肋骨 ノ運動 トハ

逆 デア ツテ,右 手 術 側 ノ横 隔

膜 ハ肋 骨 ノ氾動 ニ ヨ ノし呼 吸運

動 ニ ヨ ツテ受動 的 二動 イ テ居

ル モ ノデ ハ ナイ 。

肋 骨 ノ動 キハ 左 右比 較 シテ.

上 部肋 骨 ノ爾 外方 ハ鯨 リ差 ガ

ナ イ ガ.内 方 二於 テ ハ手 術 側

ガ寧 ロ大 キ ク 、下部 二於 テ左

右 ノ背面 第 六 肋 骨 ヲ比較 ス ル

モ 、手 術 側 ノ運動 ガ反 ツテ 大

キ イ、、

手 術前 ノ動 態 窟 眞 ヲ有 シ ナ イ

ノデ 、比較 スル事 ヲ得 ナ イ ガ

恐 ラ ク,横 隔膜 神 繕 捻除 術 後

手 術 側 ノ横 隔膜 ノ蓮動 ガ麻 痺

セ ラ レ タ蔀 ニ ヨ ツテ 、代 償的

二肋 骨 ノ蓮 動 ガi廣大 シ タモ ノ

デ ア ラ ウ。



第十五例 横隔膜紳経捻除術 ノニ、手術前後 ノ比較 ノ(一)

ド 』'

(A)手 術 前 動 態 窟 眞

章

撮影時間五秒、腹背位、
あ

認 諜灘 撮影。肩
主 病 竃 ハ右 肺 下部 外側 へ低 ク扁1

卒 二傾 斜 シテ居 ノしガ、其 上 境界

ハ 呼 吸 ニ ヨ ツテ 、肋 骨 トハ反 封

二横 隔膜 ト 「シ ン ク ロ ン」 二重皮

状 ヲナ シ テ動 イ テ居 ル。 右 横隔

膜 ノ陰 影 ハ,病 寳 ト ノ境 界 ガ鹸

リ鮮 明 デハ ナイ ガ病 竈 ノ下部 二

於 テ,特 二外側 方 二於 テ運動 ノ 事

曲 線 ヲ認 メル 事 ガ出來 ル.而 シ 鯛

テ 、 ソノ振 幅 ハ 、左 側横 隔膜 ノ

振 幅 ヨ リモ小 デ ア ル。 肋 骨 ノ振

幅 ハ左 側 、右 側,大 差 ナイ 。

鐸灘
ポ 、
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(B)手 術 後 動 態 寛 眞

撮影時間 五秒、背腹位 手術後二日撮影)

右下部ノ主病趨 ノ上縁ガ静止シテ居ル、右横隔膜ノ

上縁ハ病竃ノ陰影二覆ハレテ鑑別シ得ナイガ、病竈

ノ静止セル像ヨラ。横隔膜ノ静止シテ居ルコトモ想

"一

璃場

露

舞
`

嚢
猷

鞭

讐

蜜

(B)

へ

像出來ヨウ。病竈 ノ上縁ハ.手 術前二比シ稿ζ上ツテ

更二梢ζ扁卒ニナツテ居ル。

左健側横隔膜ハ手術前後ヲ比較スル時ハ,手 術後ハ

前二比 シ高サバ下 リ振幅ハ増大シテ居ル。

肋骨ノ動キハ、手術後左右ハ

蝕 リ差異ナク、手術前後ヲ比

較スル時ハ左右共二手術後ガ

響 大キイ。印チ、手術側二就テ

望η 塾 灘鷺 誘篇
廼 ノ動 キ ハ 、手 術後 ハ手術 前 ヨ

譲
e

短

ご

諏l

ll㍉

リ大 キ クナ ツテ居 ル。

此 ノ例 二於 テ病 竈 ハ右 肺下部

ニ ア ツテ 、 ソノ動 キハ横 隔膜

ト 「シ ン ク ロ ンJデ ア ツタ爲

メへ 手 術 ニ ヨ ツテ静 止 シ、

肋 骨 ノ動 キハ手 術後 稽 ぐ増 加

シタ ル ニモ拘 ラズ 、病 竈 部ハ

肋骨 ノ動 キ ニ ヨ ッテハ動 イテ

居 ラナ イ コ トヲ示 シ 、横 隔膜

紳経 捻 除 術 ニ ヨ ツテ患部 安静

ヲ得 タ ヨィ例 デ ア ラ ウ。



第十六例 横隔膜卿経捻除術 ノ三、手術前後 ノ比較 ノ(二)

(A)

(A)手 術 前 動 態k眞

撮影時間.五 秒、背腹位

(手術前一 日撮影

主病竈へ 右肺尖部及 ビ、左

鎖骨下室洞及 ビ外側上牛部デ

アルo

横隔膜ハ、左右共ニヨク動イ

テ居リ左ガ右ヨリ精 ミ大デア

ル。横隔膜ノ高サハ正常デ左 び

ガ右ヨリ精ζ下位ニアル。

肋骨ノ動キへ 肺上 部 右 梢

大

下部ハ左ガ大デアル。即チ、

コノ左上部ノ肋骨ノ振幅ガ、

右上部二比シテ小 ナル コ ト

ハ、主タル病竃ガ左上部二存

齢 欝 勤 限シテ 妻
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(B)手 術 後 動 態 罵 眞

撮影時間、五秒,背 腹位(手 術後三日撮影)

横隔膜ノ蓮動バー見 シテ、左右著シク異 ツテ居 リ、吸
氣時二於テ左手術側ノ横隔膜ハ、右二比 シ梢 と高位ヲ

示スモ呼氣時二於テハ、寧ロ手術側ガ梢 ζ下位ニアル。

(B)
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左手術側横隔膜ノ振幅ハ外側方二至ル程小サク、右横

隔膜 ノ運動 ニヨリ受動的二蓮動スルコトヲ意味シ、山
ノ形ハ右側横隔膜 トハ反封二、呼氣時二速二上 リ、吸

氣時二渥ク下 ツテ居ル。攻二手術前後ヲ比較スル時ハ

右手術側ノ横隔膜ノ蓮動ハ明カニ減少シ、手術後 ノ位

置ハ略手術前二於ケル呼氣
ノ山ノ位置二止マル事 ヲ見

響

,

評

、

覧
饗

μ.1 ,譲

弓
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ル。右横隔膜ハ、手術前ハ

吸氣ノ谷ガ外側ニテ主 トシ
テ背面第入肋骨ニアルニ、

手術後 ノ吸氣ノ谷ハ、主 ト
シテ背面第八肋間ニア リ,

即 チ呼氣時ノ高サバ鉄 リ攣
リナク吸氣時ノ下降セルコ

トヲ見ル。肋骨 ノ動キハ前

後ヲ比較スルニ右健康側ハ
ー般二振幅増加シ、上部肋

骨二於テ特二著 シ死 左手

術側バー般二振幅増加シ、

特二前後ヲ比較スルニ背面
痒一、第二、第三、第四ノ

肋骨二於テ著シキ増加ヲ見
ノレ ∩

即 チ,手 術 前 二於 テ,被 手

術 側 ノ主 ナ ル病 竈 ノ存 在 セ

ル 肺 尖部 ノ肋 骨 ハ下 部肋 骨

ノ運 動 二比 シ 、運 動 ヲ抑 制

セ ル如 ク見 エ タル モ ノガ、

手 術 後 二於 テ ハ反 ツテ コ ノ

部 二蓮 動 増 加 セ ・しコ トヲ示

ス。 印 チ 、手 術 ニヨ リ横 隔

膜 ノ運 動 ハ著 シ ク減 少 セ ノし
二拘 ラ ズ、肺尖 部 ノ肋 骨 ノ

蓮 動 ハ反 ツテ増 加 セ ル コ ト

ヲ爪 ス モ ノナ リ。



第十七例 横隔膜耐纏捻除術 ノ四,手 術前後 ノ比較 ノ(三)

(A)翻 止 爲 眞

(手術前二十三 日撮影)

右肺中部 孔 主病竈 ガア リ、右鎖

骨下二室洞 ヲ認メル。

(B)亭 術 前 動 態 鷺 眞

撮影時聞五秒,背 腹位

(手術前三時間撮影)

右肺中部主病竃ハ、横隔膜 ト同相

二動イテ居 リ、鎖骨下ノ室洞壁ハ

同ジク横隔膜 ト同相二動 イテ居

ノレo

恐 ラク上葉 ニ ア ル此 室 洞 ハ 、葉 間

ノ癒 着 ニ ョ ツテ横 隔 膜 ト同相 二動

イ テ居 ル ノ デア ラウ。
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第+七 例 横隔脚 糎 捻隔1レ 四、手術前後ノ比較ノ(三)

(C)

(C)手 術 後 動 態 爲 眞

撮影時間、五秒.背 腹位(手 術後二日撮影)

右手術側横隔摸ハ,呼 吸ニヨル蓮動 ヲ示サズ静止シテ居 リ、右中部 ノ主病竈

モ静止 シテ居 リ右鎖骨下室洞壁モ静止 シテ居ル、横隔膜神脛捻除術ニヨッテ

中部 ノ主病竃 ト同時二、鎖骨下ノ室洞 ノ運動モ静止 シタヨイ例デアル。左反

封側ノ横隔膜ハ手術後代償的二振幅 ヲ増大シテ居ル。



第十八例 横隔膜特獲性 「パラ ドクス」運動

(A)

(A)静 止 窟 眞

二十五歳女子.二 十三ケ月前稜熱シ醤診ヲ

受 ケタルニ,右 側灘性肋膜炎 ト診噺セラレ

五十 日入院加療セリ、膿温ハ護病當初三十

入度ナリシモ敷 日ニテ下熱シ入院中三十七

度二三分ヲ縫績 シ、穿刺ヲ受ケタルコトナ

ク渥布 ヲ縫績セリト。ニケ月前 ヨ リ洗 濯

時、右肩ガ凝 リ首ガ動カナクナ リ睡 ノ右牛

分ガ疲 レル感ガシ近頃バー般二食事ガ消化

シナイ様ナ氣ガスル。月経ガ遅 レル時ハ、

顔ガ灼 リ足ガ冷工、激 シク働イタ時ハ.苦

シイ咳鰍ガ出ルガ、渓ハ朝ニ ツ三ツ淡イ疾

ガ出ル事 ガアル丈デアル。今迄二tulaEヲ見

タ事ハナイ。

赤 血球 沈 降速 度ハ 、三 十 分 、四 ・五11]M,一

時 間 、十一`mm、 二 時 間 、二 十 六lntn、 三 痔

間 、四十 二mm、 二 十 四 時 間 、九 十六mm。
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(B)動 態 篤 眞

撮影時間、五秒 、背腹位

右側横隔膜ハ、著 シキ高位ヲ示シ、振幅ハ

左二比 シ著シク小ナルモ、左右横隔膜共二

内側正中線二近キ部分ヨリモ外側二於テ振

幅大ナリ。

左横隔膜 ノ蓮動ハ左肋骨ノ蓮動 ト相phase

反封 ニシテ、右横隔膜 ノ運動ハ右肋骨ノ運

動 ト相同ジク、即チ,左 横隔膜 ノ山ノ時右

横隔膜ハ谷トナリ、定型的1パ ラドクス」

運動ヲ示ス。



第十九例 肋 膜 外 胸廓 成 形術

(的 静 止 爲 眞" 瞬

(手術 後 十一 日撮 影)

左側 第六 肋 骨 ヨ リ第 十 一 肋骨 マ デ 、六 本

肋 骨切 除 ヲ行 ハ レ タル モ ノー シテ ・左 側

バー 瞠 二濃 キ陰 影 ヲ示 ス鳳 コ ノ窟 眞 二

於テ上 ヨ リ四本 ノ ミ、切 除 セ ラ レ タル肋

骨 ノ爾 閣 端 ヲ認 メ得 ル。

コ ノ切除 セ ラ レタル 部分 ノ第 六 、第 七,

背 面肋 間 二相 當 ス ル部 分 二 、著 シ イ心 臓

騰動 ヲ観診 ニ ヨ リ認 メラ レタ ノ デ アル 。
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(B)動 態 爲 眞

罵
猛
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撮影 時 間 、五 秒 、背 腹 位

(手 術 後五 日撮 影)

左 側 背 部 デ第 六 肋骨 カ ラ六 本切 除

セ ラ レテ居 ル。背 面三 、四 、五 肋骨

ノ外 側 ハ 呼吸 運動 ヲ示 ス臥 切 除

セ ラ レタ六 、七 、入 、肋 骨 ノ9.fL端

二於 テ 、特 二六 、七 、肋骨 ノ ソ ノ

蓮動 曲線 ハ 、 ソ レ ヨ リ上 ノニ

四 、五肋 骨 ノ運動 曲線 ト異1入 呼

吸 運 動 ト同一 ノ相 ノ内 二更 二四乃

至 五 ツ ノ繊 細 ナ振動 曲線 ヲ示 シテ

居 ル 。 コ レハ切 除 セ ラ レテ游 離 シ

テ居 ル肋 骨 臨端 二心 臓脾 動 ガ傳 達

セ ラ レ タモ ノデ ア ラ ウ 、 ソ レヨ リ

下 ノ第 九 肋 骨 ノ切 除 圓端 ニヘ コ

ノ心臓 騰 動 ノ傳 達 ヲ示 サ ズ=普通 ノ

呼 吸 蓮動 ヲ示 シテ 居 ル。

左 右 肋骨 ノ運動 ヲ比 較 ス ル ト・下

部 九 、十 、十 一 、肋骨 二於 テ ハ右

側 ノ方 ガ蓮 動 ノ振 幅 ガ 大 キ イ ・

手 術前 ノ動態 窩 眞 ガナ イ ノデ ・∬

徳 後特 二代 償的 二運動 ノ振 幅 ゴ

加 シ タモ ノ トハ闘 言 シ得 ナ

左 側 ハ癒 着 ニ ヨ ツテ 、呼:

制 限 セ ラ レテ居 ・レモ ノ'



第二十例 立禮動態爲眞(ス テ レオ・キモ グラム)

立 饅 動 態 爲 眞

撮影時聞、五秒、背腹位

此 ノ窟眞 ハ 、背 腹 位 ニテ 、豫 メ焦 鮎 ノ中 心 ヲ合 セ 、 コノ鮎 ヨ リ焦馳 ノ中 心 ヲ三糎 頭 部 ノ方

二近 ク滑 ラセ 、格 子 ハ腐 眞 ノ向 テ 右 カ ラ左 へ移 動 シニ ・五秒 露 出 シ タル時 、撮 影 中管 球 ノ焦

鮎 ヲ コ ノ爲 眞 ノ上 部 カ ラ下部 へ六 糎移 動 シ、更 二二 ・五 秒 露 出撮 影 シ タル モ ノ デア ッテ 、寓

眞 ノ像 ノ 【ズ レJハ 逆 ニ コノ窩 眞 ノ下 カ ラ上 二現 レテ居 ル ノデ アル 。

此 ノ窟 眞 ニ ヨ ツテ各 部 分 二於 ケル1ズ レ」 カ ラ、 ソノ深 サ ヲ計 測 ス ル コ トヲ得 ル ガ 、一 見

シテ コ ノ篇 眞 二現 ハ レテ居 ル 背 部 肋骨 際 ノ 「ズ レ,ハ 、鎖 骨 ノ1ズ レ」 二比 シテ,著 シ ク大

キ 久 コ ノ爲 眞 へ 背 腹位 二撮 影 シタ ノ デ鎖 骨 ガ 「フイ ル ム 」 二近 ク、背 面 肋 骨 ガ 」フイ ル

ム}カ ラ遠 イ コ トヲ示 シテ居 ル 。

此 ノ立 瞳動 態 爲 眞 二於 ケル 各 部 ノ1ズ レ」 ヲ測 定 シ、求 ムル深 サ ヲ見 出 ス方 法 二、計 算 ニ

ヨ リ算 出 スル法 ト、表 ニ ヨル法 トニ ツア リ。 コ レ ヲ示 セ パ次 ノ如 シ。
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